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印西市第１０次実施計画（改訂版）を策定

利根川堤防周辺に異常はありませんか

市内の放射線量の測定結果を公表

緊急速報エリアメールを配信

グリーンカーテンコンテスト

…2

…2

…3

…3

…5

主 な 内 容

不
法
投
棄
物
の
撤
去
事
業
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
不
法
投
棄
物
を
放
置
す
る
と
新
た

な
不
法
投
棄
を
呼
び
込
む
と
い
っ
た

節
電
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

①
事
務
室
内
の
電
灯
を
約
　
％
点

50

灯
と
す
る
。

②
ト
イ
レ
の
電
灯
は
約
　
％
点
灯

30

と
し
、
洗
面
台
の
電
灯
は
原
則
消

灯
す
る
。
ま
た
、
便
座
の
保
温
は

切
る
。

③
事
務
室
内
の
冷
房
に
つ
い
て
は
、

設
定
温
度
は
　
℃
を
厳
守
し
、
運
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転
台
数
に
つ
い
て
も
　
％
程
度
の

50

稼
働
と
す
る
。

④
冷
房
機
器
の
稼
働
時
間
に
つ
い

て
は
、
午
前
8
時
　
分
～
正
午
、

30

午
後
1
時
～
4
時
と
し
、
昼
休
み

は
停
止
す
る
。

⑤
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
運
転
は
原
則

と
し
て
中
止
す
る
。

⑥
使
っ
て
い
な
い
事
務
機
器
の
プ

ラ
グ
は
す
べ
て
抜
き
、
待
機
電
力

の
削
減
に
努
め
る
。

⑦
昼
休
み
や
離
席
時
は
、
パ
ソ
コ

ン
を
閉
じ
る
。

⑧
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
設
置
す
る
。

⑨
そ
の
ほ
か
、
各
施
設
で
毎
月
の

電
気
使
用
量
を
記
録
し
、
前
年
度

同
時
期
の
電
気
使
用
量
と
比
較
し

な
が
ら
、
節
電
に
努
め
る
。

怯
打
ち
水
大
作
戦

　
市
で
は
、
節
電
対
策
と
地
球
温

暖
化
対
策
へ
の
施
策
の
一
つ
と
し

　
ｍ
に
渡
り
不
法
投
棄
物
が
 堆
 
た
い

 積
 し
せ
き

80て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
各
地
域
の
現
況
に
対

し
、
町
内
会
な
ど
の
団
体
と
の
協
働

に
よ
り
不
法
投
棄
物
を
撤
去
し
た
後
、

地
域
の
竹
林
を
活
用
し
た
総
延
長
4

1
0
ｍ
の
竹
柵
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
市
民
の
み
な
さ
ん
の
協

力
に
よ
り
、
各
地
域
の
長
年
の
懸
案

と
な
っ
て
い
た
不
法
投
棄
物
を
撤
去

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
再
発
を
防
止
す
る
た
め

に
、
継
続
し
て
監
視
す
る
こ
と
は
、

撤
去
に
も
増
し
て
重
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
で
は
、
監
視
カ
メ
ラ

の
設
置
や
不
法
投
棄
監
視
員
を
は
じ

め
、
職
員
、
委
託
警
備
会
社
に
よ
る

巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
し
、

　
時
間
態
勢
で
監
視
を
強
化
し
て
い

24ま
す
。

　
そ
し
て
何
よ
り
、
地
域
の
み
な
さ

ん
一
人
ひ
と
り
が
「
不
法
投
棄
は
絶

対
に
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」
と
い

う
気
持
ち
で
監
視
の
目
を
光
ら
せ
る

こ
と
が
、
最
も
効
果
的
で
す
。

恭
不
法
投
棄
物
の
撤
去
事
業
協
力
団

体
（
順
不
同
）

　
造
谷
区
、
松
崎
1
町
内
会
、
松
崎

2
町
内
会
、
松
崎
3
町
内
会
、
松
崎

三
郷
町
内
会
、
松
崎
5
町
内
会
、
師

戸
区
、
平
賀
区
、
平
賀
学
園
台
自
治

会
、
平
賀
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
印
西
市

女
性
の
会
、
吉
田
区
、
竜
腹
寺
区
、

石
尊
の
環
境
を
守
る
会
、
武
西
町
内

会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
谷
田
武
西
の
原
っ

ぱ
と
森
の
会
、
千
葉
県
企
業
庁
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
整
備
セ
ン
タ
ー

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
不
法
投
棄
対
策

班
（
緯
内
線
3
8
4
）。

悪
循
環
が
生
じ
、
状
況
に
よ
っ
て
は

有
害
物
質
の
漏
出
な
ど
に
よ
る
深
刻

な
環
境
汚
染
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
左
写
真
の
現
場
は
、
豊
か
な
自
然

が
残
る
山
間
部
の
斜
面
に
、
延
長
約

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
今
夏

は
電
力
供
給
力
が
不
足
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
市
民
・
企
業
の
み

な
さ
ん
に
は
、
今
後
一
層
の
節
電

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

怯
家
庭
節
電
十
カ
条

　
市
で
は
、
家
庭
で
で
き
る
節
電

を
十
カ
条
に
ま
と
め
ま
し
た
（
左

下
図
参
照
）。

　
節
電
対
策
の
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

怯
企
業
の
み
な
さ
ん
へ
　

　
市
内
企
業
の
み
な
さ
ん
に
は
、

市
民
生
活
の
安
心
・
安
全
の
確
保

や
円
滑
な
経
済
活
動
を
図
る
た
め
、

操
業
体
制
に
支
障
を
き
た
さ
な
い

程
度
で
、
左
記
の
節
電
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
た
だ
く
よ
う
最
大

限
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
店
舗
・
商
店
街
の
ネ
オ
ン
サ
イ

ン
や
看
板
の
消
灯
、
営
業
時
間
の

短
縮
な
ど
。

②
オ
フ
ィ
ス
照
明
の
抑
制
、
こ
ま

め
な
O
A
機
器
の
電
源
オ
フ
、
空

調
温
度
の
設
定
。

③
夜
間
の
会
議
を
日
中
に
行
う
な

ど
、
な
る
べ
く
時
間
外
業
務
を
少

な
く
す
る
。

怯
市
で
の
取
り
組
み

　
市
で
は
、
5
月
　
日
か
ら
次
の

16

 な
く
そ
う
 不
法
投
棄

守
ろ
う
 美
し
い
ふ
る
さ
と
 

て
、
全
市
的
に
「
打
ち
水
」
を
実

施
し
ま
す
。
打
ち
水
は
、
冷
房
の

な
い
江
戸
時
代
の
庶
民
の
知
恵
で

す
。
　
現
代
で
も
生
か
せ
る
よ
う
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
実
施
要
項
】

■時 
7
月
　
日
～
8
月
　
日
の
毎
週

24

28

日
曜
日
・
正
午
ご
ろ
。

■場 
各
施
設
・
家
屋
の
周
囲
。

■対 
市
の
公
共
施
設
、
趣
旨
に
賛
同

す
る
市
民
・
企
業
。

■他 
水
道
水
は
使
わ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　
水
の
二
次
利
用
を
基
本
原
則
と

し
、
雨
水
や
お
風
呂
の
残
り
湯
、

下
水
再
生
水
、
エ
ア
コ
ン
の
室
外

機
に
た
ま
っ
た
水
な
ど
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

■問 
経
済
政
策
課
地
域
資
源
振
興
班

（
緯
内
線
3
5
2
）。

節電のご協力をお願いします

　
平
成
　
年
1
月
か
ら
3
月
に
か
け
て
実
施
し
た
民
有
地
の
不

23

法
投
棄
物
の
撤
去
事
業
は
、　
カ
所
の
現
場
に
お
い
て
、
町
内

25

会
な
ど
の
　
団
体
、
延
べ
3
8
1
人
の
協
働
に
よ
り
、
1
1
1

17

ト
ン
も
の
不
法
投
棄
物
を
撤
去
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

葛
市
内
各
地
域
で
行
わ
れ
た
不
法
投
棄
物
の
撤
去
事
業
。
膨
大
な
ご
み
を

協
力
団
体
の
み
な
さ
ん
が
一
つ
一
つ
分
別
撤
去
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

革

撤去前

撤去後

▲

★

★

★地球温暖化防止のため、みなさんも電気の　地球温暖化防止のため、みなさんも電気の消消
灯にご協力ください灯にご協力ください。。
◎実施日…7月７◎実施日…7月７日日牙牙（（七夕ライトダウン）。七夕ライトダウン）。　
◎時間…午後８時～１０時◎時間…午後８時～１０時。。
■■問環境保全課環境保全班 環境保全課環境保全班（（緯緯内線365内線365）。）。

★

★
★ＣＣＯＯ22削減/ライトダウ削減/ライトダウンン

キャンペーンにご協力をキャンペーンにご協力を！！

★
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千
円
）
▼
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備

事
業
（
2
3
1
街
7
5
0
千
円
）
▼

防
犯
対
策
に
要
す
る
経
費
（
7
4
街

7
0
2
千
円
）
▼
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
事
業
（
8
1
街
1
0
8
千
円
）

▼
雨
水
排
水
対
策
施
設
整
備
事
業

（
4
2
街
4
4
9
千
円
）。

⑥
市
民
と
共
に
歩
み
は
ぐ
く
む
ま
ち

づ
く
り

胸
目
的
…
真
の
市
民
参
画
を
保
障
し
、

市
民
と
共
に
歩
み
、
は
ぐ
く
む
市
政

を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
た
め
情
報
の
公
開
や
提
供
を

充
実
し
行
政
の
民
主
化
を
推
進
し
、

市
民
同
士
、
あ
る
い
は
市
民
と
行
政

の
交
流
を
一
層
深
め
る
た
め
の
広
聴

体
制
の
強
化
や
意
見
交
換
・
討
議
の

機
会
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠

点
と
な
る
施
設
を
整
備
・
充
実
し
、

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
各
分
野

に
わ
た
る
活
動
の
支
援
や
リ
ー
ダ
ー

と
な
る
人
材
の
育
成
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

【
事
業
名
】
▼
市
民
意
識
調
査
に
要

す
る
経
費
（
2
街
4
1
8
千
円
）
▼

広
聴
事
務
に
要
す
る
経
費
（
4
3
千

円
）
▼
町
内
会
等
に
要
す
る
経
費

（
3
5
街
8
4
6
千
円
）
▼
市
民
活

動
支
援
事
業
（
1
1
街
6
1
1
千

円
）
▼
総
合
計
画
策
定
に
要
す
る
経

費
（
7
街
0
0
2
千
円
）
▼
情
報
化

推
進
に
要
す
る
経
費
（
9
1
街
5
3

【
事
業
名
】
▼
き
ら
り
輝
く
印
西
の

子
供
育
成
事
業
（
2
街
2
0
1
千

円
）
▼
就
園
奨
励
事
業
（
1
0
8
街

3
3
8
千
円
）
▼
小
学
校
施
設
整
備

改
修
事
業
（
1
7
7
街
8
1
4
千

円
）
▼
中
学
校
施
設
整
備
改
修
事
業

（
5
6
街
1
0
0
千
円
）
▼
（
仮
称
）

　
住
区
小
学
校
等
施
設
整
備
事
業

21（
5
5
街
0
0
0
千
円
）
▼
国
際
化

推
進
事
業
（
2
街
2
9
2
千
円
）
▼

国
際
理
解
教
育
推
進
事
業
（
4
2
街

7
3
5
千
円
）
▼
各
種
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
に
要
す
る

経
費
（
1
3
街
8
0
8
千
円
）。

⑤
暮
ら
し
や
す
い
都
市
機
能
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

胸
目
的
…
豊
か
な
都
市
機
能
に
あ
ふ

れ
、
便
利
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
基
盤

整
備
は
、
環
境
・
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
・
防
災
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
象
に
配
慮
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
首
都
機
能
の
一
翼
を
担
う

業
務
核
都
市
と
し
て
の
都
心
の
形
成

を
促
進
さ
せ
、
交
通
事
故
や
犯
罪
、

自
然
災
害
か
ら
市
民
の
生
命
・
財
産

を
守
る
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
い
き
ま
す
。

【
事
業
名
】
▼
都
市
計
画
決
定
・
変

更
に
要
す
る
経
費
（
7
街
8
9
6
千

円
）
▼
都
市
計
画
Ｇ
Ｉ
Ｓ
整
備
事
業

（
8
3
街
1
5
4
千
円
）
▼
印
旛
中

央
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
（
5
街

4
6
2
千
円
）
▼
公
共
交
通
網
整
備

促
進
事
業
（
1
5
8
街
5
4
1
千

円
）
▼
小
林
駅
舎
等
整
備
推
進
事
業

（
1
1
2
街
0
1
4
千
円
）
▼
木
下

駅
北
口
交
通
広
場
等
整
備
事
業
（
1

街
4
0
0
千
円
）
▼
小
林
駅
南
口
駅

前
広
場
等
整
備
事
業
（
5
2
街
3
4

4
千
円
）
▼
住
宅
市
街
地
基
盤
整
備

事
業
（
2
1
街
6
6
8
千
円
）
▼
道

路
新
設
改
良
事
業
（
4
1
8
街
5
0

2
千
円
）
▼
　
住
区
道
路
整
備
事
業
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（
8
0
街
6
2
0
千
円
）
▼
市
道
物

木
滝
線
整
備
事
業
（
6
2
街
2
6
9

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
地
域
資
源
や
多
様
な
人
材
を
生
か

し
た
新
た
な
地
場
産
業
、
地
場
産
品

の
創
出
等
、
今
あ
る
産
業
を
守
り
育

て
、
新
た
な
業
を
起
こ
す
こ
と
を
支

援
し
、
市
民
が
い
つ
ま
で
も
働
く
こ

と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
い
き
ま
す
。

【
事
業
名
】
▼
新
規
就
農
促
進
事
業

（
1
街
3
4
1
千
円
）
▼
遊
休
農
地

解
消
事
業
（
2
街
7
9
1
千
円
）
▼

産
業
ま
つ
り
に
要
す
る
経
費
（
3
街

5
4
8
千
円
）
▼
地
産
地
消
推
進
事

業
（
6
街
7
6
9
千
円
）
▼
地
域
活

性
化
の
推
進
に
要
す
る
経
費
（
1
4

街
5
5
0
千
円
）
▼
企
業
誘
致
推
進

事
業
（
1
4
4
街
4
6
6
千
円
）
▼

商
工
振
興
対
策
事
業
（
1
5
街
0
6

8
千
円
）
▼
中
小
企
業
資
金
融
資
事

業
（
2
8
街
6
9
6
千
円
）
▼
観
光

振
興
対
策
事
業
（
1
6
街
2
2
7
千

円
）。

④
豊
か
な
文
化
を
創
造
す
る
ま
ち
づ

く
り

胸
目
的
…
本
市
の
誇
り
得
る
特
色
の

1
つ
は
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
歴

史
と
文
化
と
風
土
で
す
。

　
日
常
生
活
の
中
で
ふ
る
さ
と
に
ふ

れ
あ
い
な
が
ら
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
自
分
の
能
力
を
積
極
的
に
発
揮
し
、

お
互
い
に
教
え
あ
い
、
学
び
あ
い
、

高
め
あ
う
こ
と
で
生
き
が
い
を
持
っ

て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
学

習
活
動
を
通
じ
た
地
域
社
会
へ
の
参

画
が
容
易
に
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
未
来
の
い
ん
ざ
い
を
担
う

子
供
た
ち
が
い
き
い
き
と
学
び
、
遊

べ
る
環
境
を
整
え
、
自
主
性
や
創
造

性
に
富
ん
だ
成
長
を
支
え
て
い
き
ま

す
。

3
街
7
2
6
千
円
）
▼
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
等
設
置
費
補
助
事
業
（
2

5
街
0
0
0
千
円
）
▼
　
住
区
公
園

21

整
備
事
業
（
1
6
街
1
2
0
千
円
）。

②
互
い
に
支
え
合
い
心
が
通
う
ま
ち

づ
く
り

胸
目
的
…
誰
も
が
印
西
市
に
住
ん
で

い
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
健
康
で
、

真
に
安
心
し
て
い
つ
ま
で
も
い
き
い

き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
た
め
に
、
高
齢
者
・
障
が

い
者
・
児
童
が
安
心
し
て
利
用
で
き

る
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
支
援
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
め
ざ
し
て
い
き
ま

す
。
　
ま
た
、
社
会
の
状
況
の
変
化
に
対

応
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

い
き
ま
す
。

【
事
業
名
】
▼
社
会
福
祉
総
務
事
務

に
要
す
る
経
費
（
7
街
3
7
4
千

円
）
▼
介
護
予
防
事
業
に
要
す
る
経

費
（
1
8
街
8
5
1
千
円
）
▼
（
仮

称
）　
住
区
保
育
所
用
地
取
得
事
業

21

（
1
8
0
街
0
0
0
千
円
）
▼
予
防

接
種
事
業
（
2
2
1
街
4
0
7
千

円
）
▼
児
童
医
療
費
（
旧
子
ど
も
医

療
費
）
助
成
事
業
（
5
2
街
5
3
2

千
円
）
▼
が
ん
検
診
事
業
（
7
5
街

2
6
3
千
円
）
▼
女
性
特
有
の
が
ん

検
診
推
進
事
業
（
1
2
街
7
9
6
千

円
）。

③
多
彩
な
産
業
が
育
つ
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り

胸
目
的
…
本
市
が
広
域
幹
線
道
路
の

交
差
部
に
位
置
す
る
と
い
う
地
理
的

特
性
や
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
企
業

集
積
や
大
学
立
地
、
恵
ま
れ
た
自
然

環
境
を
生
か
し
な
が
ら
、
新
し
い
製

品
の
開
発
や
高
付
加
価
値
化
、
リ
サ

イ
ク
ル
製
品
の
開
発
な
ど
、
意
欲
的

な
技
術
開
発
に
取
り
組
め
る
環
境
づ

　
合
併
後
、
新
し
い
市
と
し
て
円
滑

な
運
営
と
均
衡
の
と
れ
た
健
全
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
が

取
り
組
む
主
な
事
業
を
明
記
し
た

「
第
　
次
実
施
計
画
（
改
訂
版
）」
を

10
策
定
し
ま
し
た
。

　「
第
　
次
実
施
計
画
（
改
訂
版
）」

10

は
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
各
種
施

策
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
　
年
度

23

か
ら
　
年
度
に
か
け
て
市
が
取
り
組

24

む
1
9
4
の
事
業
と
そ
の
内
容
を
明

記
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
市
で
は
、
平
成
　
年
24

度
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
最
上
位
計

画
と
な
る
新
た
な
「
基
本
構
想
」
お

よ
び
「
基
本
計
画
」
の
策
定
を
進
め

て
い
る
た
め
、
施
策
の
体
系
な
ど
は
、

昨
年
度
を
も
っ
て
終
了
し
た
前
基
本

構
想
・
基
本
計
画
お
よ
び
印
西
市
・

印
旛
村
・
本
埜
村
合
併
協
議
会
で
策

定
し
た
新
市
基
本
計
画
を
基
に
策
定

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
平
成
　
年
度
の
主
要

23

事
業
（
予
算
事
業
）
と
し
て
位
置
付

け
た
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

恭
6
つ
の
柱
の
目
的
お
よ
び
平
成
　23

年
度
主
要
事
業

①
緑
豊
か
な
自
然
を
生
か
す
持
続
的

な
ま
ち
づ
く
り

胸
目
的
…
地
球
的
規
模
の
環
境
破
壊

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
今
日
、
本
市

に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
利

便
性
追
求
型
の
性
急
な
開
発
か
ら
、

環
境
共
生
型
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
緑
豊

か
な
環
境
を
創
造
し
、
自
然
環
境
や

田
園
風
景
を
未
来
の
世
代
に
引
き
継

い
で
い
き
ま
す
。

【
事
業
名
】
▼
環
境
基
本
計
画
の
推

進
事
業
（
2
5
街
1
7
9
千
円
）
▼

不
法
投
棄
対
策
に
要
す
る
経
費
（
2

閲
覧
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

■問 
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
（
緯
内

線
4
7
2
）。

生命にかかわる「摂食障害」
シリーズ・心の道標永

架社会福祉課障害福祉班（緯内線268）

　最近の「ダイエットブーム」と共に、
「拒食症」「過食症」といった言葉を耳に
したことがあると思います。
　「拒食症」は、太るとか太っているとい
う身体の外見を極端に気にして、ほとん
ど食べず、脱水・低栄養状態に陥ったり、
月経不順になったりと、健康面に支障を
及ぼす状態になります。
　「過食症」は、無理なダイエットに耐え
られなくなり、暴飲暴食の末、食べてし
まったという自責の念から、無理に吐き
出したり、下剤を使用して食べた物を出
したりという行動を繰り返すことで、消
化器官や歯を痛めるなど、やはり健康面
に支障をきたしてしまいます。
　これらを併せて「摂食障害」と言われ
ており、両者の行為を繰り返すうちに、
精神的にも抑うつ状態になり、身体的に
も日常生活にも支障が出てきます。
　受診することを本人が拒否する場合が
あります。「必ず良くなるから、一緒に
治していこうね」と声をかけ、コミュニ
ケーションをとりながら、早めに受診が
できるように環境を整えてください。

　市では、社会福祉課障害福祉班で保健師・
精神保健福祉士が相談に応じます。

平成23年（2011）７月1日号（2）

0
千
円
）。

※
第
　
次
実
施
計
画
（
改
訂
版
）
は
、

10

企
画
政
策
課
、
印
旛
・
本
埜
支
所
市

民
福
祉
課
、
各
出
張
所
・
図
書
館
で

印
西
市
第

次
実
施
計
画
（
改
訂
版
）
を
策

 印
西
市
第
　
次
実
施
計
画
（
改
訂
版
）
を
策
定定

1010

　利根川周辺は、3月11日に発生した東日本大震災やその後の余震によって、堤防・護岸・
樋管（用水流入や内水排除のため堤防を貫通して設置する地下排水溝）など多数の河川構造物
が被災しました。
　現在、目に見える被災は、仮復旧状態のまま大雨・台風などの時期を迎えます。さらに目に
見えないひび割れや、ゆるみが発生している可能性もあり、降雨に伴う河川の水位上昇によっ
て、漏水・堤防の滑りによる破堤が発生する恐れもあります。
　そのため、市民のみなさんも日ごろから河川周辺の変化に注意していただき、危険を感じた
ら、早めの避難を行うと共に、防災課や地元の水防団（消防団）、下記連絡先に通報をお願い
します。
　なお、こうした災害に備えて、河川管理者（国）と市では①重要水防箇所の見直し②基準水
位の見直し③河川巡視の強化④緊急用備蓄資材の充実を進めています。
怯河川や堤防の異常を見つけたら、下記までご連絡ください
　国土交通省関東地方整備局　利根川下流河川事務所
　　〒287-8510   千葉県香取市佐原イ4149
　　　防災対策課（緯0478－52－6365・胃0478－52－9726）。
　　　安食出張所（緯碓95 0042・胃碓95 8539）。
　　　北千葉導水路管理支所（緯04－7189－3211・胃04－7189－6144）。

利根川堤防周辺に異常はありませんか
～見つけたらすぐに通報してください～
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（3）平成23年（2011）７月1日号

　　市内４８カ所で行っ
た放射線量の測定結果に
ついて、当コラムの右側
に掲載しています。今後
も、定期的に放射線量を
測定し結果を随時公表し
ます。
　なお、児童・生徒が受

ける線量をできるだけ低く抑えるため、以下の五つ
の留意事項を小・中学校および幼稚園、保育園にお
いて指導していますので、ご理解願います。
①屋外での活動後は、手や顔を洗い、うがいをする。
②土や砂を口に入れないように注意する（特に乳幼
児は、保育所や幼稚園において砂場の利用を控え
る）。③土や砂が口に入った場合には、よくうがい
をする。④登校・登園時、帰宅時に靴の泥をできる
だけ落とす。⑤土ぼこりや砂ぼこりが多いときには
窓を閉める。
　さて、印旛支所の近くにある印旛消防署の前の道
路には、両脇にアジサイが植えられ「あじさい通り」
とも呼ばれており、梅雨の季節にはさまざまな彩り
で、通る人々の目を楽しませてくれます。
　これらのアジサイは、環境美化を目的として佐藤
榮一特別顧問を含む地域のみなさんで構成している
ボランティア団体「花の会」と旧印旛村環境課が、
植栽したものです。また、植栽後の除草や剪定など
の手入れも、花の会が主体となって行っています。
わたしも、先日そのお手伝いをさせていただきまし
た。会員のみなさんは美化活動を丹念に行い、アジ
サイが植えられた道路脇はとてもさっぱりした状況
になりました。満開をむかえた時期は、とても美し
く見栄えが良かったのではないかと思います。
　この通りのアジサイを目当てに訪れる人も、年々
増えていると伺っています。これも花の会のみなさ
んによる長年にわたる美化活動の成果であり、今後
も地域を美しくしようとする気持ちが引き継がれ、
永く活動が行われることを願っています。

広報いんざい市長室
山 﨑 山 洋

　市では6月6日から、災害時の緊急情報を一斉配
信するエリアメールの配信を開始しました。
　エリアメールは、避難勧告、避難指示、避難所情
報などの緊急性の高い災害関係情報を印西エリアで
使用されているNTTドコモの携帯電話（対応機種に
限る）に一斉送信するサービスです。メールアドレ
スの登録は不要で、通信料や使用料はかかりません。
　今後、防災行政無線や防災メールとともに、緊急
時の情報伝達手段として活用していきます。
※対象機種などについては、お近くのＮＴＴドコモ
の窓口などで確認してください。
■問 防災課防災班（緯内線454）。

胸エリアメールと防災メールの比較胸

緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報エエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー緊急速報エリアメールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
の配信を開始しました

市内の放射線量の測定結果を公市内の放射線量の測定結果を公表表
　5月31日峨～6月3日画、専門検査機関に委託し、市内48カ所で、大気中の放射線量・土壌の検査を実施しました。
　いずれも測定値は、文部科学省による子どもの屋外活動を制限する暫定的な目安の空間線量率3.8μSV/h（ﾏｲｸﾛｼーﾍ゙
ﾙﾄ/時間）、土壌に関する放射線量低減策を実施する場合の指標の空間線量率1.0μSV/h（ﾏｲｸﾛｼーﾍ゙ﾙﾄ/時間）を下回り
ました（詳しくは市ホームページをご覧ください）。
【大気中の放射線量】大気中の放射線量については、校庭・園庭などの中央付近・砂場で地上5唖、50唖、100唖
の地点で測定。なお、空間放射線量については、測定機器の種類や精度、機器の特性の違い・測定方法により、測定値が
異なることがあります。
　また、地表面や周囲の建物からの放射性物質（天然、人工を問わず）の影響を受けます。表面の性状(土、草地、アス
ファルト、コンクリートなど)や、床面からの
距離の違いのため、千葉県で発表しているモ
ニタリングポストの測定値とは異なります。
胸測定検査機関…中外テクノス珂。
胸測定機器…NaI(Tl)シンチレーション
　サーベイメータTCS-161（アロカ珂製）。
　測定範囲上限30.0μSv／h、指示値に
　対する許容差±15％以下。
胸今後の予定…今後、携帯用簡易測定器によ
　り市職員が測定し参考値としてホームページ、各支所・出張所で掲示し公表します。

【学校プールの水質検査】6月8日我に市内の小・中学校21カ所で試料を採取し、専門検査機関で分析しました。
その結果、市内各小学校および木刈中学校において、放射性ヨウ素(I-131)および放射性セシウム(Cs-134、Cs-137)は
検出されませんでした。
胸分析機関…苛千葉県薬剤師会検査センター。
胸分析方法…ゲルマニウム半導体検出器を用いたガンマ線スペクトロメトリーによる核種分析法。
胸全校対象の水質検査…6月28日峨に市内各小・中学校（全校対象）の試料を採取しました。結果については、ホーム
　ぺージおよび各支所、出張所で掲示し公表します。

【農産物の放射性物質検査】印西市産農産物の放射性物質検査を行い、結果が判明したのでお知らせします（下表
参照）。
胸分析機関…苛日本食品
分析センター。
胸検査結果…今後も、県
と調整を図りながら定期
的に農産物の放射性物質
検査を継続して行います。
　また、検査結果につい
ては、迅速にホームペー
ジおよび各支所・出張所で
掲示し、公表に努めます。

【放射線に関する市のお問い合わせ窓口】
　印西市役所　緯碓42 ５１１１(代表)
煙大気中の放射線測定に関すること…環境保全課環境指導班（緯内線361～363）。
煙学校・幼稚園・学校プール・学校給食に関すること…指導課指導班（緯内線531～534）。
煙保育園に関すること…保育課保育班（緯内線221～223）。
煙公園に関すること…都市整備課管理班（緯内線746・747）。
煙農作物に関すること…農政課振興班（緯内線375・376）。
煙健康相談に関すること…健康増進課成人保健班（中央保健センター内・緯碓42 5595）。

胸千葉県による空間放射線量の測定結果（6月9日実施）胸

地形測定値（詐Sｖ/ｈ）測定地点名 0.5m1.0m
砂利0.370.34大門下児童公園（小林大門下1丁目）
芝地0.450.40大塚前公園（小倉台1丁目）

単位：詐Sｖ/ｈ＝マイクロシーベルト/時間

砂場校庭
測定日学校名№

100唖50唖5唖100唖50唖5唖
0.230.220.200.230.220.276/3木下小学校1
0.330.310.290.340.350.406/3小林小学校2
0.280.280.260.200.200.216/3大森小学校3
0.150.140.120.180.190.206/1船穂小学校4
0.310.290.250.310.300.336/3永治小学校5
0.350.370.350.340.380.485/31木刈小学校6
0.270.300.330.180.160.185/31内野小学校7
0.280.260.280.230.200.235/31原山小学校8
0.280.270.310.300.310.346/3小林北小学校9
0.340.300.300.370.300.375/31小倉台小学校10
0.230.200.200.230.210.225/31高花小学校11
0.190.200.190.160.180.196/1西の原小学校12
0.240.220.180.180.190.196/1原小学校13
0.230.210.160.300.310.386/3六合小学校14
0.150.150.130.100.100.096/3宗像小学校15
0.140.120.090.110.100.106/3平賀小学校16
0.310.290.250.080.090.116/1いには野小学校17
0.260.250.230.170.200.216/1本埜第一小学校18
0.220.190.170.170.200.216/1本埜第二小学校19
0.260.270.280.140.140.186/1滝野小学校20
0.360.320.200.400.400.416/3印西中学校21
0.280.230.240.200.240.295/31船穂中学校22
0.360.350.380.340.300.355/31木刈中学校23
0.350.340.240.310.310.356/3小林中学校24
0.260.270.230.200.200.235/31原山中学校25
0.190.190.150.190.190.226/1西の原中学校26
0.160.130.120.150.140.156/1印旛中学校27
0.370.370.360.210.220.256/1本埜中学校28
0.190.190.190.150.160.176/1滝野中学校29

砂場園庭
測定日園名№

100唖50唖5唖100唖50唖5唖
0.270.260.220.250.250.286/3大森幼稚園30
0.240.250.280.140.130.136/3瀬戸幼稚園31
0.300.260.250.300.310.406/1もとの幼稚園32
0.280.300.280.160.170.156/1木下保育園33
0.250.260.290.180.170.206/1大森保育園34
0.250.260.330.100.100.115/31内野保育園35
0.340.400.500.230.230.255/31木刈保育園36
0.300.330.360.280.300.395/31高花保育園37
0.350.400.470.180.200.235/31西の原保育園38
0.200.240.240.180.190.255/31もとの保育園39

屋上駐車場
測定日施設名№

100唖50唖5唖100唖50唖5唖
0.290.320.430.190.220.326/1印西市役所40
0.090.080.110.190.210.266/1印旛支所41
0.100.100.110.300.330.386/1本埜支所42

砂場公園の中心
測定日公園名№

100唖50唖5唖100唖50唖5唖
0.260.240.250.390.390.426/1大塚前公園43
0.260.250.270.220.200.196/1印旛中央公園44
0.350.300.360.370.360.506/1大門下児童公園45
―――0.340.310.416/1松山下公園46
―――0.280.260.316/1草深公園47
―――0.240.250.286/1滝野公園48

単位：詐Sｖ/ｈ＝マイクロシーベルト/時間

胸市内48カ所の空間放射線量の測定結果胸

胸千葉県による印西市産野菜の放射線量の測定結果胸
放射性セシウム134と137の合計放射性ヨウ素131品目採取日

検出せず検出せず※ニンジン6月13日
検出せず検出せずコマツナ6月  9日
３１検出せずホウレンソウ4月28日
単位：ベクレル/茜

暫定規制値（野菜類）
　放射性ヨウ素：2,000ベクレル/茜
　放射性セシウム：500ベクレル/茜
　※「検出せず」とは、放射性物質が存在しない、もしくは検査機器が測定できる能力
　　より低いわずかな量が存在することを示します。
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平成23年（2011）７月1日号（４）

■請求などの状況
決定区分

実人数件数
取り下げ却下不存在不開示部分開示開示

００3121191644請求
００206058申出
００5121192152計

■実施機関別請求・申出件数
計申出請求実施機関

36531市　　　　長
413教 育 委 員 会
110選 挙 管 理 委 員 会
211監 査 委 員
404農 業 委 員 会
000固定資産評価審査委員会
505議　　　　会
52844計

情報公開制度

■請求・申出したものの内訳
人数件数区分

1644市内に住所を有する者

請
求

00市内に事務所または事業所を有する個人お
よび法人そのほかの団体

00市内にある事務所または事業所に勤務する者
00市内にある学校に在学する者
00そのほか、実施機関が行う事務事業に利害関係を有する者
58請求権者以外の者申

出 00平成１０年３月３１日以前に作成・取得した公文書

■不開示事由別内訳

申出請求　　　　　　　　　　　　　区　分
　　　不開示事由

00条例第７条第１号　法令秘情報
01条例第７条第２号　個人に関する情報
00条例第７条第３号　法人などに関する情報
00条例第７条第４号　公共の安全等に関する情報
00条例第７条第５号　審議・検討等に関する情報
00条例第７条第６号　事務事業に関する情報
01小　　計
23文書不存在
24計

　
平
成
　
年
度
の
情
報
公
開
制
度
、
個
人
情
報
保
護

22

制
度
の
利
用
状
況
が
、
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
公
表

し
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
　
年
度
中
の
情
報
公
開
に
対
す
る
不

22

服
申
し
立
て
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■問 
情
報
管
理
課
文
書
統
計
班
（
緯
内
線
5
9
1
・
5

9
2
）。

 平
成
　
年
度
の
運
用
と
請
求
状
況

22

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度

個人情報保護制度

■請求（申出）者の順位
　ごとの件数

件数順位

211

4２

２３

■実施機関別請求・処理件数
決定区分

処理
件数

請求区分実施機関
拒否部分全部

０033開示市　　長 ０000訂正・削除・中止
０000開示教 育 委 員 会 ０000訂正・削除・中止
０000開示選 挙 管 理 委 員 会 ０000訂正・削除・中止
０000開示監 査 委 員 ０000訂正・削除・中止
０000開示農 業 委 員 会 ０000訂正・削除・中止
０000開示固 定 資 産 評 価

審 査 委 員 会 ０000訂正・削除・中止
０000開示議　　会 ０000訂正・削除・中止

■不開示事由別内訳

件数
　　　　　　　　　　　　　区　分

　　　不開示事由

0条例第１５条第１号　法令秘個人情報
0条例第１５条第２号　開示請求者以外の個人に関する情報
0条例第１５条第３号　法人等に関する情報
0条例第１５条第４号　評価、判断等情報
0条例第１５条第５号　公共の安全等に関する情報
0条例第１５条第６号　公の機関に関係する情報
0 条例第１５条第７号　審議検討等情報
0条例第１５条第８号　事務事業に関する情報
0条例第１５条第９号　法定代理人等の請求に係る情報
0文書不存在
0計

■情報公開・個人情報保護審査会の開催状況
内容開催日　　　

①印西市情報公開条例の一部改正
②印西市個人情報保護条例の一部改正
③印西市情報公開・個人情報保護審査会
　の一部改正
④平成21年度情報公開・個人情報保護
　制度の運用について

平成22年
5月19日

第1回

■請求などの状況
決定区分

実人数件数 不開示拒否部分全部

000323開示
請
求
区
分

000000訂正
000000削除
000000中止
000323計

情報公開・個人情報保護審査会

　
松
本
多
一
郎
氏
は
、
現
在
、
市

議
会
議
員
に
在
任
。
平
成
　
年
5

19

月
か
ら
印
西
市
監
査
委
員
と
し
て
、

そ
の
職
務
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
今
回
の
受
賞
は
、
都
市
監
査
委

員
制
度
の
発
展
に
関
し
、
特
に
功

績
が
あ
っ
た
者
に
対
し
て
千
葉
県

市
監
査
委
員
協
議
会
か
ら
表
彰
さ

れ
た
も
の
で
す
。

松
本
多
一
郎
氏
（
竹
袋
）

 松
本
多
一
郎
氏
（
竹
袋
）
がが

千
葉
県
市
監
査
委
員
協
議
会
表
彰
を
受

　
千
葉
県
市
監
査
委
員
協
議
会
表
彰
を
受
賞賞

▲松本多一郎氏

 あ
な
た
が
考
え
た

 市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
―
を
募
集

　
市
で
は
、
市
民
に
と
っ
て
愛
さ
れ
、
さ
ら
に
は
全
国

へ
向
け
て
、
市
の
認
知
度
を
向
上
さ
せ
る
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　
採
用
さ
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
市
の
刊
行
物
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
印
刷
物
に
掲
載
さ
れ
る
ほ
か
、
着

ぐ
る
み
を
作
製
し
、
各
イ
ベ
ン
ト
に
登
場
す
る
予
定
で

す
。

胸
募
集
作
品
…
印
西
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
お
よ
び
名
称
。

胸
応
募
資
格
…
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

胸
賞
 …
最
優
秀
賞
（
1
点
）
商
品
券
5
万
円
分
 ・
優
秀

賞
（
2
点
）
商
品
券
各
2
万
円
分
・
ユ
ニ
ー
ク
賞
（
1

点
）
商
品
券
1
万
円
分
。

胸
募
集
規
定
…
次
の
と
お
り
。 

煙
1
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
が
、
応
募
用
紙
1
枚

に
付
き
1
点
と
し
ま
す
。

煙
応
募
作
品
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

煙
応
募
作
品
は
未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
に
限
り
ま

す
。

煙
既
存
の
デ
ザ
イ
ン
の
模
倣
や
公
序
良
俗
そ
の
ほ
か
法

令
に
反
す
る
も
の
、
第
三
者
の
権
利
を
侵
害
し
て
い
る

も
の
、
ほ
か
の
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
に
入
賞
し
た
作
品
は

審
査
の
対
象
外
と
し
ま
す
。
な
お
、
受
賞
決
定
後
に
判

明
し
た
場
合
、
受
賞
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

煙
採
用
作
品
の
著
作
権
や
使
用
権
な
ど
の
一
切
の
権
利

は
、
印
西
市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

煙
採
用
作
品
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
修
正
や
補

作
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

胸
応
募
方
法
…
7
月
　
日
蚊
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
応

31

募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
左
記
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
持
参
、
郵
送
も
し
く
は
メ
ー
ル
で
。 

※
応
募
用
紙
は
、
経
済
政
策
課
、
印
旛
支
所
、
本
埜
支

所
で
配
布
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

※
電
子
デ
ー
タ
で
応
募
す
る
場
合
は
、
必
要
事
項
を
記

入
し
た
応
募
用
紙
デ
ー
タ
と
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
画
像

デ
ー
タ
（
J
P
E
G
形
式
）
を
メ
ー
ル
に
添
付
し
て
、

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。
件
名
は
「
印
西
市
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
応
募
」、
容
量
は
2
Ｍ
Ｂ
以
内
。
な
お
、

2
Ｍ
Ｂ
を
超
え
る
場
合
は
、
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
で
の
応
募
も
可

能
で
す
。

胸
選
考
方
法
…
選
考
委
員
会
に
て
厳
正
に
選
考
し
ま
す
。

結
果
は
入
賞
者
に
通
知
す
る
ほ
か
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す
。

■問 
印
西
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
応
募
係
（
経
済

政
策
課
地
域
資
源
振
興
班
内
・
〒
2
7
0
―
1
3
9
6

印
西
市
大
森
2
3
6
4
―
2
・
緯
内
線
3
5
1
・
■メール inz

ai-chara@
m
l.city.inzai.chiba.jp

）。

千葉ニュータウン内暫定商業施設に
関する市民説明会を開催します

　千葉ニュータウン内にある暫定商業施設（ショッピングモー
ル西の原・滝野ショッピングモール・ビッグルーフ・いには野
ヴァリオ）の閉鎖と本設化に向けた市民説明会を下表のとおり
開催します。
◆説明会の開催日程
　内容は、各回とも同じです。
※駐車場の収容台数が限られているため、できるだけお車での
ご来場はお控えください。
■問 都市計画課千葉ニュータウン事業対策室（緯内線761）。

会　　場日　　時

ふれあいセンターいんば（美瀬）7月17日蚊・午前10時～

西の原中学校体育館7月17日蚊・午後2時～

滝野小学校体育館7月18日華・午前10時～

　市では災害時などの情報伝達手段として、携帯電話
やパソコンへのメール配信サービス「印西市緊急情報
発信システム」を実施しています。
　このメール配信サービスは、どなたでも利用するこ
とができますが、あらかじめ『利用者登録』が必要に
なります。
　なお、登録は無料ですが、『利用者登録』および『登
録解除』の際の通信料、メールの受信、WEB閲覧に
かかる費用は、利用者の負担になります。
【防災メール『利用者登録』手順】
　利用する通信機器から下のアドレスに
「空」メールを送信してください。　

  b@inz.171k.jp

※利用者登録手順および配信する内容の詳細について
は、市ホームページ（http://www.city.inzai.chiba.jp）
に掲載。
■問 防災課防災班（緯内線４５4）。

防災メールに登録を

▲QRコードも
利用できます



印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp
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今
年
度
の
町
内
会
・
自
治
会
・
町

会
な
ど
の
会
長
が
決
ま
り
ま
し
た

（
左
表
参
照
）。
こ
れ
に
伴
い
、
去
る

5
月
　
日
に
市
役
所
で
「
平
成
　
年

25

23

度
印
西
市
町
内
会
自
治
会
連
合
会
総

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
の
中
で
は
、
昨
年
度
の
各
事
業

報
告
や
決
算
、
今
年
度
の
事
業
計
画
・

予
算
、
役
員
の
改
選
な
ど
が
審
議
さ
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

■問 
市
民
活
動
推
進
課
市
民
活
動
支
援
班

（
緯
内
線
3
4
4
）。

会長名町内会名など会長名町内会名など会長名町内会名など会長名町内会名など会長名町内会名など
佐藤 康夫高花四丁目田中 良洋大塚三丁目鈴木 正二松崎三郷石川 修次亀成木下地区
表 俊一郎高花依田 康雄小倉台アビック21鈴木 敏夫松崎5若松 若男発作上杉本 昭夫上町1
木村　悟高花五丁目永山 尚博サードスクエア小倉台涌井 路博結縁寺吉谷 茂雄発作下山口 隆康下町
齋藤 光彦高花六丁目西杉浦 徹雄ファーストスクエア小倉台杉森 文雄多々羅田松永 貞夫中ノ口中村 穰幸町
堤 賢司高花六丁目東金丸 和史セカンドスクエア小倉台中村 廸男草深上上條 公司西埜原松橋 伸男木下東一丁目

牧の原駅南地区木下 秀夫印西住宅細野 高志草深砂久保太田 正七畝割茨木 隆郎木下東町会
宮内 靖昌西の原一丁目団地仙田 哲ネオックス堀川 武男七軒屋飯塚 雅彦六軒1宝田 和吉竹袋
軍司 俊紀西の原二丁目団地八尋 義久トリアス清田 康夫内川山口 長治郎六軒2河原崎 敏別所
川桐 恒男桜苑西の原中央駅南地区石島 一幸仲の側岩井 徹六軒3松貝 正宗甫
百瀬 輝夫オーベル西の原伊藤 弘道戸神台清田 英雄柏木台松本 一正六軒4小清水 幹夫平岡
戸嶋 繁樹ガーデンコート西の原小嶋 一嘉戸神台東山﨑 信雄寺台永治地区小林地区
大井 浩之西の原ハイム山崎 美光内野川島 倉男石道台海老原 正良本郷川村 公夫馬場
安瀬 悦久アペックス小川 満内野中央石井 勝次草深ふれあい山﨑 代志夫宮内宇野木 貴博小林牧場
四谷 昌浩アバンドーネ原５番街相川 裕二内野東山下 勇治原牧野 敏幸白幡垣沼 幸雄小林台方
近藤 正俊ルミエラガーデンズ大澤 公道内野南第二山野 佳明草深三春綿貫 重光小倉望月 昇治砂田
山田 浩幸西の原二丁目籐原 沙緒内野西大塚 克利泉武藤 憲司和泉青栁 文明小林新田
内川 和人グリーンコンフォート木内 俊之原山花の丘中央駅北地区村越 浩治浦幡新田重友 直孝牧の里東
入江 浩ディアランド齋藤 正浩原山2－2尾張 明牧の木戸一丁目船穂地区音地 光男牧の里南

藤﨑 博一原山柴田 暖ファーストアベニュー木刈恩田 一美武西坂入 常太牧の里中
宮部 和美原山中央濵田  孝木刈一丁目齋籐 一男戸神丸山 清喜牧の里西
朝川 義和原山西佐々木 護ガーデンハウス木刈重慶 和男船尾1大森地区
小原 芳文コロネード原山前川 純一セカンドアベニュー木刈宮﨑 実船尾2篠原 英光大森1
安達 昭三　高花一丁目那須 三雄木刈三丁目鳥羽 秀一船尾3大野 光三大森2
中田 康ルミナス高花小畑 常吉木刈四丁目五十嵐 賢次船尾4宮島 博大森3
八田 啓高花二丁目齋藤 健二木刈五丁目平川 廣一松崎1椎名 隆大森4
齋藤 英司高花二丁目北加瀬 繁樹木刈六丁目押田 光雄松崎2中村 眞澄古新田
宮脇 幹雄高花三丁目山﨑 淳木刈七丁目阿部 薫松崎3岩﨑 三男鹿黒

狂新年度の町内会長・自治会長など決まる狂
平成23年度
印西市

町内会自治会
連合会総会

会長名町内会名など会長名町内会名など会長名町内会名など
岩井 太吉笠神立石 幸通ウェルガーデン印旛地区
小森 三雄一区角井 秀雄舞姫1丁目武田 貴美男瀬戸
荒井 雅彦二区結城 泰治舞姫二丁目大野 良雄山田
永田 久三区松田 敏行若萩中央齊藤 秀夫平賀
川田 淳一酒直卜杭区近藤 靖則若萩おむすび平田 茂康平賀学園台
島田 光男五区柴田 健一郎若萩2丁目いにはの森綿貫 繁雄吉高
浅岡 功六区大津 德太郎エストリオいには野中原 敏和吉高台
青木 清治郎七区海老根 宗治若萩二丁目みなみ会石橋 秀夫萩原
石川 貞夫和本埜地区柴海 邦成松虫
松浦 敏昭滝野一・二丁目鳩貝 太郎戸崎篠田 義和岩戸
榎本 匡敏オーベル牧の原遠藤 忠善辺田前武藤 克幸師戸
髙野 量平グリーンプラザ滝野岩井 恵美子荒野石橋 和夫鎌苅
山川 宏之滝野四丁目鈴木 秀昭角田栗原 浩和大廻
菅原 浩滝野五丁目海老原 敬一竜腹寺大澤 忠彦造谷
髙山 修一滝野杜の会五十嵐 一男滝酢﨑 義行吉田

鈴木 昭司物木安達 文雄美瀬

 この表は平成23年
 5 月25日現在のもの
 です（敬称略）。

閲覧対象利用目的委託者閲覧申出者閲覧年月日

高花六丁目の男女12人テレビ番組につい
ての世論調査NHK編成局花中央調査社

 中田正博4月28日

平
成
　
年
22

旧本埜村の平成15年生まれまでの男
女42人

６月全国個人視聴
率調査および国民
生活時間調査

―
日本放送協会
千葉放送局　
穴沢勝

5月13日

山田・平賀地区の20歳以上の男女11
人

労働者の国際移動
に関する世論調査

内閣府大臣官房
政府広報室

珂日本リサー
チセンター　
石井美砂

6月24日

西の原二丁目の男女85人。2010年度旅行・
観光消費動向調査

国土交通省
観光庁

珂サーベイリ
サーチセン
ター藤澤士朗

7月22日

大塚三丁目の１０～１７歳の男女20人
青少年のインター
ネット利用環境実
態調査

内閣府子ども若
者・子育て施策
総合推進室

珂ＲＪＣリ
サーチ
久野和英

7月28日

松虫地区の１５～69歳の男女20人多様化する消費
生活に関する調査

学校法人
立教大学
社会学部

花中央調査社
中田正博7月28日

亀成・平賀・小倉台二丁目の20歳以
上の男女48人

第40回県政に関
する世論調査の実
施

千葉県
総合企画部
報道広報課

珂マーケティ
ング・リサー
チ・サービス
永井孝由

8月4日

大森、松崎地区の2歳未満の乳幼児
125人

平成22年乳幼児
身体発育調査の実
施

―
千葉県
印旛健康福祉
センター
井上孝夫

8月5日

小林地区の20歳以上の男女13人動物愛護に関する
世論調査

内閣府大臣官房
政府広報室

珂日本リサー
チセンター　
石井美砂

8月10日

原山三丁目５、９番地の70歳以上の男
女

地域福祉活動
（敬老祝品贈呈）―

民生委員児童
委員
上山スイ子

9月8日

滝、滝野一～六丁目の７歳以上の男女
14人

１１月全国個人視聴
率調査―

日本放送協会
千葉放送局　
米本信

9月9日

内野地区の20～59歳の男女23人
第２回
「仕事と家族」に
関する全国調査

日本大学人口
研究所

花中央調査社
中田正博9月30日

草深地区の60歳以上の男女10人住宅と生活環境に
関する意識調査

内閣府政策
統括官

花新情報
センター
平谷伸次

10月21日

中央南二丁目、戸神台一丁目の７歳以上
の男女12人

年末年始全国接触
者率調査

NHK放送
文化研究所世論
調査部

花中央調査社
中田正博11月2日

印西市全域の平成元年4月2日～平成
2年4月1日および平成5年4月2
日～平成6年4月1日生まれ

自衛官募集―
自衛隊千葉地
方協力本部　
榎本弘幸

１１月１０・１１・
１６・１７日

大森、牧の木戸一丁目、舞姫二丁目の20
歳以上の男女48人

第41回県政に関
する世論調査

千葉県
総合企画部
報道広報課

珂エスピー研
安良岡洋介11月25日

内野二丁目大正10年5月1日～平成
3年4月30日生まれの男女20人

2011年全国
たばこ喫煙者率
調査

日本たばこ産業
珂

珂ビデオ
リサーチ
若杉五馬

1月26日平
成
　
年
23

木刈四、五丁目の20歳以上の男女22
人

家計の金融行動に
関する世論調査

金融広報中央
委員会

珂日本リサー
チセンター　
中村美生

3月29日

　住民基本台帳法に基づき、いつ・だれが・どのような内容を閲覧したかについ
て、下表のとおり公表します。
■問 市民課窓口班（緯内線235・238）。

住民基本台帳の閲覧状況の公住民基本台帳の閲覧状況の公表表
平成22年4月～平成23年3月平成22年4月～平成23年3月分分

グリーンカーテンコンテストを開催します
　
夏
の
省
エ
ネ
や
地
球
温
暖
化
対
策

へ
の
取
り
組
み
の
促
進
、
意
識
啓
発

を
図
る
た
め
、
市
主
催
の
「
グ
リ
ー

ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催

し
ま
す
。

■対 
平
成
　
年
度
夏
季
に
、
ツ
ル
性
植

23

物
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
設

置
し
て
い
る
個
人
・
企
業
・
団
体
。

■申 
8
月
1
日
俄
～
9
月
　
日
画
（
必

30

着
）
に
、
所
定
の
応
募
用
紙
（
左
記

窓
口
、
各
支
所
・
出
張
所
・
公
民
館
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
可
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
※
設
置
状
況
の

写
真
（
3
枚
ま
で
。
う
ち
1
枚
は
全

体
写
真
）
を
添
え
て
、
左
記
ま
で
郵

送
・
メ
ー
ル
ま
た
は
持
参
。

※
写
真
は
次
の
条
件
を
そ
ろ
え
た
も

の
に
限
定
。

①
電
子
デ
ー
タ
（
J
P
E
G
形
式
）・

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
で
平
成
　
年
9
月

23

　
日
画
ま
で
に
撮
影
し
た
も
の
。

30②
電
子
デ
ー
タ
は
メ
ー
ル
（
2
M
B

を
越
え
る
場
合
は
複
数
に
分
け
て
送

信
）
に
添
付
、
ま
た
は
C
D
―
R
に

よ
り
提
出
。

③
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
の
場
合
は
裏
面

に
応
募
者
の
住
所
・
名
前
を
記
入
。

【
応
募
の
際
の
注
意
点
】

①
応
募
書
類
・
写
真
な
ど
は
原
則
返

却
し
ま
せ
ん
。

②
応
募
に
要
す
る
経
費
は
、
応
募
者

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

③
応
募
作
品
（
写
真
含
む
）
は
、
市

の
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
そ
の

ほ
か
市
が
発
行
す
る
各
種
発
行
物
な

ど
に
掲
載
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

鞄
審
査
お
よ
び
結
果
公
表
…
提
出
さ

れ
た
書
類
お
よ
び
写
真
で
選
考
。
取

り
組
み
が
優
れ
て
い
る
作
品
、
ユ

ニ
ー
ク
な
作
品
は
、
広
報
紙
・
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
結
果
公
表
予
定
。

怯
各
公
共
施
設
で
も
グ
リ
ー
ン
カ
ー

テ
ン
を
設
置
し
ま
し
た

　
市
で
も
今
夏
の
電
力
需
給
バ
ラ
ン

ス
を
考
慮
し
、
各
公
共
施
設
に
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
設
置
し
ま
し
た
。

怯
ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
配
布
し
ま
し
た

　
去
る
５
月
　
日
に
、
ゴ
ー
ヤ
の
苗

２３

を
無
料
配
布
し
ま
し
た
。

　
今
夏
の
節
電
対
策
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
関
心
も
高
く
、

お
昼
過
ぎ
に
は
、
用
意
し
た
１
街
０

０
０
パ
ッ
ク
（
４
街
０
０
０
株
）
の

配
布
は
終
了
し
ま
し
た
。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
保
全
班
（
〒
２

７
０
―
１
３
９
６
印
西
市
大
森
２
３

６
４
―
２
・
■メール 
内
線
３
６
５
・
メ
ー

ルkankyouka@
m
l.city.inzai.chi

ba.jp

 ）。

▲市役所に設置したグリーンカーテン

当日は長蛇の列ができまし当日は長蛇の列ができましたた



印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

平成２３年（２０１１）７月１日号（６）

パート英

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　
　
パ
ー
ト
英

保
育
園
非
常
勤
職
員

　
市
立
保
育
園
で
勤
務
す
る
非
常
勤

職
員
を
募
集
し
ま
す
。
登
録
制
。

【
保
育
士
・
保
健
師
・
看
護
師
】

胸
業
務
内
容
…
保
育
に
関
す
る
こ
と
。

胸
勤
務
場
所
…
市
立
保
育
園
。

胸
勤
務
時
間
…
平
日
・
午
前
7
時
～

午
後
7
時
、
土
曜
日
・
午
前
7
時
～

午
後
5
時
の
間
で
、
①
一
日
7
・
5

時
間
程
度
。
②
一
日
6
時
間
程
度
、

週
　
時
間
未
満
（
シ
フ
ト
制
）。
③

20
午
前
7
時
～
9
時
　
分
、
午
後
4
時

30

～
7
時
の
延
長
保
育
時
間
。

※
園
の
状
況
に
よ
り
勤
務
時
間
が
多

少
異
な
り
ま
す
。

■対 
健
康
で
保
育
の
仕
事
に
情
熱
を
持

つ
　
歳
未
満
の
人
。
勤
務
時
間
の
①
、

65
②
に
つ
い
て
は
、
保
育
士
、
保
健
師
、

看
護
師
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す

る
人
。
③
は
保
育
士
の
資
格
を
有
す

る
人
。

胸
賃
金
…
保
育
士
9
1
0
円
か
ら
1

街
0
1
0
円
（
経
験
年
数
に
よ
る
）、

保
健
師
・
看
護
師
1
街
1
4
0
円
。

※
通
勤
手
当
有
り
。

【
調
理
員
】

胸
業
務
内
容
…
食
器
の
洗
浄
・
清

掃
・
調
理
な
ど
。

■対 
健
康
で
保
育
園
給
食
に
情
熱
を

持
っ
て
い
る
人
。

胸
勤
務
場
所
…
も
と
の
保
育
園
。

胸
勤
務
時
間
…
月
曜
日
～
金
曜
日
・

午
後
1
時
～
5
時
（
実
動
4
時
間
程

度
）。
要
相
談
。

胸
賃
金
…
8
2
0
円
～
8
8
0
円

（
通
勤
手
当
有
り
）。

■申 
履
歴
書
（
自
筆
で
写
真
を
張
り
付

け
）
と
、
有
資
格
者
は
資
格
証
明
書

の
写
し
を
左
記
ま
で
提
出
。

■問 
保
育
課
保
育
班
（
緯
内
線
2
2

2
・
2
2
3
）。

学
童
保
育
指
導
員

　
学
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
学
童
保
育
指

導
員
（
非
常
勤
職
員
）
と
し
て
勤
務

で
き
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
登

録
制
。

■内 
噛
勤
務
時
間
…
（
シ
フ
ト
制
）
通

常
下
校
時
～
午
後
7
時
。
土
曜
日
お

よ
び
夏
休
み
な
ど
の
期
間
は
、
午
前

8
時
～
午
後
7
時
。
噛
時
給
…
8
3

0
円
～
（
規
定
に
よ
り
通
勤
手
当
あ

り
）。

■対 
心
身
共
に
健
康
な
　
歳
未
満
の
人

65

で
、
保
育
に
対
す
る
理
解
が
深
く
、

情
熱
の
あ
る
人
。

■申 
履
歴
書
（
自
筆
で
写
真
を
張
り
付

け
）
お
よ
び
登
録
用
紙
（
左
記
窓
口

で
配
布
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

左
記
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送
。
随
時

登
録
可
。

■問 
保
育
課
管
理
班
（
〒
2
7
0
―
1

3
9
6
印
西
市
大
森
2
3
6
4
―

2
・
緯
内
線
2
2
4
・
2
2
5
）。

印
西
市
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
被
保
険
者
代
表
委
員

　
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
は
、

国
民
健
康
保
険
の
運
営
に
関
す
る
重

要
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
て
市
長
へ

の
意
見
や
答
申
な
ど
を
行
う
機
関
で
、

被
保
険
者
代
表
、
保
険
医
等
代
表
、

公
益
代
表
、
被
用
者
保
険
代
表
の
　13

人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
幅
広
い
ご

意
見
・
ご
提
言
を
い
た
だ
き
、
国
民

健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
反
映
さ
せ

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
被
保
険
者

を
代
表
す
る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■対 
平
成
　
年
9
月
1
日
現
在
、
市
内

23

在
住
の
被
保
険
者
（
加
入
期
間
1
年

以
上
）
で
、
年
齢
が
満
　
歳
以
上
、

20

満
　
歳
以
下
の
人
（
本
市
の
ほ
か
の

72
審
議
会
な
ど
の
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て

い
る
人
は
除
く
）。
年
3
回
程
度
、

平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
会
議
に
出

席
で
き
る
人
。

※
市
で
は
女
性
委
員
の
任
用
を
推
進

し
て
い
ま
す
の
で
、
女
性
の
積
極
的

な
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。

■内 
噛
応
募
人
数
…
4
人
。
噛
任
期
…

9
月
1
日
～
平
成
　
年
8
月
　
日
ま

25

31

で
の
2
年
間
。
噛
報
酬
…
会
議
な
ど

に
出
席
、
日
額
7
街
5
0
0
円
。

■申 
7
月
　
日
画（
必
着
）ま
で
に
、
小

29

論
文
（「
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

の
意
見
・
提
言
な
ど
」
と
題
し
て
、
8

0
0
字
以
内
（
様
式
自
由
））
と
審

議
会
等
の
委
員
応
募
申
込
書
（
※
）

を
添
え
て
、
郵
便
、
持
参
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

電
子
メ
ー
ル
い
ず
れ
か
の
方
法
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
委
員
応
募
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
ま
た
、
市
役
所
国
保
年
金
課
で

7
月
1
日
か
ら
配
布
し
ま
す
。

■問 
国
保
年
金
課
資
格
給
付
班
（
〒
2

7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3

6
4
―
2
・
緯
内
線
2
8
5
～
2
8

7
・
胃
碓42 
8
9
0
1
・
■メール k

o
k
u
h
o

k
a@
m
l.city

.in
zai.ch

ib
a.j

p

）。
印
西
市
廃
棄
物
減
量
等

推
進
審
議
会
委
員

　
市
で
は
、
一
般
廃
棄
物
の
減
量
お

よ
び
適
正
な
処
理
に
関
し
必
要
な
事

項
を
審
議
し
て
い
た
だ
く
た
め
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

■内 
噛
任
期
…
委
嘱
の
日
か
ら
2
年

（
9
月
の
委
嘱
を
予
定
）。
噛
会
議

回
数
…
必
要
に
応
じ
開
催
（
平
日
昼

間
）。
噛
報
酬
…
日
額
7
街
5
0
0

円
。

■対 
市
内
在
住
　
歳
以
上
の
人
。
た
だ

20

し
、
本
市
の
ほ
か
の
審
議
会
の
委
員

と
重
複
し
な
い
人
に
限
る
。

■定 
2
人
。

■申 
7
月
　
日
我
（
当
日
消
印
有
効
）

20

ま
で
に
「
応
募
申
込
書
」
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
小
論
文
（「
印
西
市
の

ご
み
減
量
化
お
よ
び
資
源
化
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
、
任
意
の
様
式
に
8

0
0
字
以
内
）
を
添
え
て
左
記
ま
で

郵
送
、
ま
た
は
持
参
。

※
「
応
募
申
込
書
」
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で

き
る
ほ
か
、
左
記
窓
口
お
よ
び
各
支

所
・
出
張
所
で
配
布
。

※
選
考
方
法
は
、
小
論
文
に
よ
る
審

査
を
基
本
と
し
、
必
要
に
応
じ
面
接

を
行
い
、
結
果
は
合
否
に
か
か
わ
ら

ず
、
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
ク
リ
ー
ン
推
進

班
（
緯
内
線
3
8
2
）。

平
成
　
年
度
消
防
職
員
採
用
試
験

23

　「
印
西
地
区
消
防
組
合
消
防
職
員

採
用
試
験
」
の
一
次
試
験
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

■時 
9
月
　
日
蚊
。

18

■場 
佐
倉
市
立
佐
倉
中
学
校
。

※
印
旛
郡
市
職
員
採
用
共
同
試
験
。

【
募
集
職
種
】

胸
消
防
職
…
■定 
8
人
程
度
。
■対 
昭
和

　
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
6
年
4
月

621
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

胸
救
命
士
…
■定 
2
人
程
度
。
■対 
昭
和

　
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
4
年
4
月

621
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
救
急
救
命
士

免
許
取
得
者
ま
た
は
平
成
　
年
4
月

24

末
ま
で
に
資
格
を
取
得
見
込
み
の
人
。

※
ど
ち
ら
も
身
体
基
準
が
あ
り
ま
す
。

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は

受
験
で
き
ま
せ
ん
。

煙
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
。　

煙
地
方
公
務
員
法
第
　
条
に
定
め
る

16

欠
格
条
項
に
該
当
す
る
人
。

胸
申
込
書
…
7
月
　
日
我
か
ら
印
西

13

地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課
お

よ
び
市
内
各
消
防
署
で
配
布
予
定
。

胸
申
込
書
の
受
け
付
け
…
8
月
1
日

俄
か
ら
　
日
画
ま
で
（
当
日
消
印
有

12

効
）
の
間
に
、
左
記
へ
提
出
。

※
持
参
す
る
場
合
の
受
付
時
間
は
、

6
日
臥
と
7
日
蚊
を
除
く
、
午
前
9

時
～
午
後
5
時
。

■問 
印
西
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
総

務
課
人
事
係
（
〒
2
7
0
―
1
3
3

7
印
西
市
草
深
1
9
0
5
番
地
7
・

緯
碓46 
9
9
2
2
）。

怯
小
林
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

会
の
会
員
募
集

　
小
林
地
区
の
み
な
さ
ん
が
、
安

心
・
安
全
で
住
み
続
け
た
い
と
思
え

る
よ
う
な
ま
ち
を
目
指
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

■内 
毎
月
第
3
土
曜
日
の
午
後
3
時
　30

分
か
ら
定
例
会
開
催
（
小
林
駅
北
口

コ
ス
モ
プ
ラ
ザ
2
階
）。

■対 
会
の
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
け
る
人
。

■費 
年
会
費
2
街
0
0
0
円
。

■申 
左
記
へ
。

■問 
小
林
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
会
・

加
藤
（
緯
碓97 
3
7
1
4
）。

怯
吉
岡
ま
ち
か
ど
博
物
館
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
市
民
見
学
会

　
木
下
ま
ち
育
て
塾
で
は
、
1
2
0

年
前
の
土
蔵
を
利
用
し
た
吉
岡
ま
ち

か
ど
博
物
館
の
修
復
工
事
を
公
開
。

■時 
7
月
2
日
臥
、
8
月
6
日
臥
・
午

後
1
時
　
分
～
3
時
　
分
の
随
時
。

30

30

■場 
吉
岡
ま
ち
か
ど
博
物
館
（
木
下
）。

■問 
村
越
（
■携 
0
9
0
―
6
7
1
5
―

6
5
8
7
・
午
後
5
時
　
分
以
降
）。

30

怯
里
山
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
分
科
会「
森

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

　
印
西
市
の
豊
か
な
生
態
系
を
生
か

す
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

■時 
7
月
3
日
蚊
・
午
後
1
時
　
分
～

30

4
時
。

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

■内 
市
川
緑
の
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
佐

野
郷
美
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、

生
き
物
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り
を

デ
ザ
イ
ン
。
市
の
里
山
の
自
然
や
生

き
物
も
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
し
ま
す
。

　
7
月
　
日
蚊
同
会
場
で
、
千
葉
県

24

立
中
央
博
物
館
・
中
村
俊
彦
氏
を
迎

え
パ
ー
ト
2
も
実
施
し
ま
す
。

■定 
　
人
。
■費 
3
0
0
円
（
資
料
代
）。

50
■問 
亀
成
川
を
愛
す
る
会
事
務
局
・
小

山
（
■携 
0
8
0
―
5
0
8
1
―
6
0

4
6
）。

怯
印
西
歴
史
愛
好
会
公
開
講
座

「
明
治
天
皇
と
習
志
野
原
」

　
明
治
天
皇
と
習
志
野
と
の
関
係
を
、

白
井
市
文
化
財
審
議
会
会
長
の
天
下

井
恵
氏
を
講
師
に
招
き
、
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■時 
7
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

10

■場 
小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
（
駐

車
場
あ
り
）。
■費 
7
0
0
円
。

■問 
印
西
歴
史
愛
好
会
・
志
賀
（
■携 
0

9
0
―
4
6
7
2
―
5
4
9
3
）。

怯
印
旛
特
別
支
援
学
校
「
学
校

公
開
講
座
」

■時 
8
月
4
日
牙
・
午
前
9
時
～
正
午
。

■場 
印
旛
特
別
支
援
学
校
（
平
賀
）。　

■内 
支
援
学
校
職
員
に
よ
る
和
太
鼓
、

軽
ス
ポ
ー
ツ
（
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

ク
・
ボ
ッ
チ
ャ
）、
手
す
き
は
が
き
、

ビ
ー
ズ
工
芸
、
機
織
り
、
木
工
で
の

ペ
ン
ケ
ー
ス
製
作
な
ど
の
体
験
講
座
。

■対 
小
学
生
以
上
。
た
だ
し
、
保
護
者

同
伴
で
あ
れ
ば
未
就
学
児
も
可
。　

■定 
各
講
座
5
～
　
人
。　

10

■費 
5
0
0
円
（
保
険
料
、
材
料
費
）。

■申 
7
月
　
日
牙
ま
で
に
、
電
話
で
左

28

記
へ
（
希
望
者
多
数
の
場
合
、
抽
選
）。

■問 
千
葉
県
立
印
旛
特
別
支
援
学
校
・

田
中
、
鈴
木
（
緯
碓98 
2
2
0
0
）。

怯
県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門

校
の
本
年
度
後
期
訓
練
生
募
集

■内 
①
情
報
事
務
科
職
域
開
拓
コ
ー
ス

②
基
礎
実
務
科
短
期
実
務
コ
ー
ス
。

噛
訓
練
期
間
…
　
月
3
日
俄
～
平
成

10

　
年
3
月
　
日
画
。
受
講
料
は
無
料
。

24

16

■対 
①
精
神
障
害
者
②
知
的
障
害
者
。

■定 
各
コ
ー
ス
5
人
。

■対 
自
立
を
目
指
し
て
就
職
し
よ
う
と

す
る
障
害
の
あ
る
人
で
、
職
業
訓
練

の
受
講
を
希
望
す
る
人
。

■他 
募
集
期
間
7
月
　
日
牙
～
8
月
　

14

12

日
画
。
入
校
選
考
日
8
月
　
日
画
。

26

■問 
千
葉
県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門

校
（
緯
0
4
3
―
2
9
1
―
7
7
4

4
・
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
4
.o
cn
.n

e
.jp
/~
sh
o
g
ise
n
/

）。

募
集

　来年1月に成人式を迎えるみなさんの中
から、式典の運営協力者を募集します。
　20歳の節目を迎える記念に、あなたの
手で思い出に残る式典にしてみませんか。
■内 式典内容の協議、受け付け、進行、会場
整理など。
■対 平成3年4月2日～平成4年4月1日
生まれの人。
■申 7月15日画までに電話で下記まで。
■問 生涯学習課生涯学習推進班（緯内線543）。

成人式運営スタッ成人式運営スタッフフ
募募集集
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

表
彰
の
上
、
副
賞
を
授
与
し
ま
す
。

■問 
印
西
市
観
光
情
報
館
（
〒
2
7
0

―
1
3
5
0
印
西
市
中
央
北
3
―
2

イ
オ
ン
モ
ー
ル
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

1
階
・
緯
碓45 
5
3
0
0
）。

第
1
回
印
西
市
民
ま
つ
り
に

出
演
・
出
店
し
ま
せ
ん
か

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

10

22

10

7
時
。

■場 
イ
オ
ン
モ
ー
ル
屋
外
駐
車
場
（
中

央
北
）。

■内 
①
ス
テ
ー
ジ
出
演
者
②
飲
食
物
な

ど
の
模
擬
店
出
店
者
③
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
出
店
者
。

　
詳
し
く
は
、
印
西
市
観
光
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問 
印
西
市
観
光
協
会
（
緯
碓42 
7
5
3

0
・
月
、
木
曜
日
の
午
前
9
時
～
午

後
3
時
・
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.in
z

aik
an
k
o
u
k
y
o
k
ai.co

m
/

）。

（７）平成２３年（２０１１）７月１日号

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　
　
パ
ー
ト
衛

印
西
市
観
光
協
会
主
催
第
　
回
21

「
印
西
ふ
る
さ
と
発
見

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

　
日
ご
ろ
カ
メ
ラ
を
持
ち
歩
か
な
い

人
も
、
こ
の
機
会
に
ま
ち
歩
き
を
し

て
、
写
真
を
撮
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
内
外
の
み
な
さ
ん
か
ら
多
数
の
出

品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

胸
応
募
規
定
…
次
の
と
お
り
。

①
1
年
以
内
に
市
内
で
撮
影
し
た
未

発
表
作
品
（
1
人
2
点
ま
で
応
募

可
）。
※
市
外
か
ら
印
西
市
を
撮
影

し
た
も
の
は
不
可
。

②
応
募
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者
側

に
帰
属
し
ま
す
。
入
選
作
品
に
つ
い

て
は
ネ
ガ
・
ポ
ジ
な
ど
の
原
版
（
複

製
品
不
可
）
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
プ
リ

ン
ト
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

（
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
場
合
は
デ
ー

タ
を
収
録
し
た
Ｃ
Ｄ
お
よ
び
サ
ー
ビ

ス
プ
リ
ン
ト
）。

胸
サ
イ
ズ
…
白
黒
・
カ
ラ
ー
プ
リ
ン

ト
四
ツ
切
り
単
写
真
の
み
（
ワ
イ
ド

四
ツ
切
り
可
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の

場
合
は
Ａ
4
プ
リ
ン
ト
可
）。

胸
応
募
資
格
…
特
に
な
し
。

胸
応
募
方
法
…
作
品
の
裏
面
に
、
画

題
・
撮
影
場
所
・
撮
影
日
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
撮
影
デ
ー
タ
（
使

用
カ
メ
ラ
・
レ
ン
ズ
・
フ
ィ
ル
ム
、
絞

り
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
、
そ
の

ほ
か
使
用
フ
ィ
ル
タ
ー
な
ど
）
を
記

入
し
た
自
作
の
応
募
票
を
張
り
付
け
、

平
成
　
年
1
月
　
日
峨
必
着
で
左
記

24

31

ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参
。

■他 
被
写
体
に
人
物
が
含
ま
れ
る
場
合

は
、
本
人
の
承
諾
が
必
要
で
す
。
入

賞
作
品
は
、
印
西
市
観
光
情
報
館
に

展
示
す
る
ほ
か
、
市
観
光
協
会
や
市

の
刊
行
物
な
ど
に
利
用
す
る
予
定
で

す
。
な
お
、
優
秀
作
品
受
賞
者
に
は

怯
印
西
野
外
活
動
協
会
『
第
　37

回
歩
け
・
歩
け
大
会
　
笠
間
』

in

　
歴
史
と
芸
術
の
ま
ち
笠
間
（
茨
城

県
）
を
、
自
分
の
好
み
に
合
わ
せ
て

一
日
ウ
オ
ー
ク
。

■時 
7
月
　
日
蚊
・
午
前
8
時
　
分

24

30

（
出
発
）
～
午
後
5
時
印
西
市
到
着

予
定
（
雨
天
決
行
）。

■対 
小
学
生
以
上
。

■定 
　
人
。

35
■費 
一
人
2
街
8
0
0
円
。

■他 
集
合
・
解
散
は
文
化
ホ
ー
ル
前
。

笠
間
へ
は
大
型
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

歩
き
や
す
い
靴
や
服
装
で
、
暑
さ
対

策
を
。
昼
食
は
各
自
負
担
で
す
。

■申 
電
話
で
左
記
へ
。

■問 
印
西
野
外
活
動
協
会
・
森
田
（
緯

碓42 
2
3
1
5
・
■携 
0
9
0
―
2
6
7

5
―
7
3
4
9
）。

怯
東
日
本
大
震
災
応
援
企
画

演
劇
《
宮
沢
賢
治
の
世
界
》
中

井
浩
之
ひ
と
り
語
り
芝
居

■時 
7
月
　
日
画
、　
日
臥
・
両
日
と

29

30

も
午
後
1
時
　
分
～
、
6
時
～
。

30

■場 
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
（
千
葉
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
イ
オ
ン
モ
ー
ル
3
階
）。

■内 
「
オ
ツ
ベ
ル
と
象
」、「
猫
の
事
務

所
」。

■費 
前
売
り
券
大
人
1
街
0
0
0
円
、

中
学
生
以
下
5
0
0
円
・
当
日
券
大

人
1
街
2
0
0
円
、
中
学
生
以
下
7

0
0
円
。

　
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
文
化
の
泉
（
■メール b

u
n
k
a
n
o
izu

m
i@
y
ah
o
o
.co
.jp

）、
阿
部（
■携 

0
8
0
―
4
4
6
8
―
5
2
7
4
）、

中
井
（
緯
碓47 
6
0
1
2
）。

怯
手
賀
の
丘
自
然
観
察
会

「
ホ
タ
ル
く
ん
・
セ
ミ
く
ん
こ
ん

ば
ん
は
！
」

■時 
7
月
　
日
臥
・
午
後
7
時
～
9
時

30

（
集
合
は
6
時
　
分
ま
で
に
手
賀
の

40

丘
少
年
自
然
の
家
へ
）。

■場 
手
賀
の
丘
公
園
（
柏
市
）。

■内 
夜
の
森
を
散
策
し
な
が
ら
、
ク
ロ

マ
ド
ボ
タ
ル
の
発
光
や
セ
ミ
の
羽
化

を
観
察
。

■対 
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者

同
伴
）。

■定 
　
人
。

50
■費 
一
人
1
0
0
円
（
保
険
料
）。

■他 
夜
の
野
外
活
動
が
で
き
る
服
装
と

懐
中
電
灯
な
ど
を
持
参
。

■申 
7
月
1
日
画
・
午
前
9
時
か
ら
電

話
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
千
葉
県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の

家
（
緯
0
4
―
7
1
9
1
―
1
9
2

3
）。

怯
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
「
あ

す
な
ろ
」
会
員
募
集

　
経
験
者
・
初
心
者
ど
ち
ら
も
歓
迎
。

コ
ー
チ
の
指
導
も
あ
り
ま
す
。

■時 
毎
週
火
、
金
曜
日
・
午
前
9
時
　30

分
～
午
後
1
時
。

■場 
鎌
ヶ
谷
市
民
体
育
館
。

■対 
女
性
。

■費 
月
3
街
0
0
0
円
、
入
会
金
1
街

5
0
0
円
。

■問 
戸
田
（
緯
0
4
7
―
4
4
6
―
1

6
3
9
・
午
後
8
時
以
降
）。

怯
Ｊ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2

級
養
成
講
座

■時 
　
月
8
日
臥
～
平
成
　
年
2
月
　

10

24

18

日
臥
（
延
べ
1
3
0
時
間
）。

■場 
Ｊ
Ａ
西
印
旛
介
護
福
祉
部
（
大

森
）
ほ
か
。　

■内 
研
修
は
通
信
教
育
に
よ
る
講
義
と
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
中
心
と
し
た

実
技
演
習
・
施
設
実
習
。　

■定 
　
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

16
書
類
選
考
）。　

■費 
7
2
街
0
0
0
円
（
分
割
制
度
あ

り
）
と
健
康
診
断
料
4
街
5
0
0
円

程
度
。

※
申
込
期
限
は
8
月
　
日
我
。
申
込

31

方
法
な
ど
詳
し
く
は
左
記
へ
。　

■問 
Ｊ
Ａ
西
印
旛
介
護
福
祉
部
（
緯
碓42 

1
3
1
1
）。　

住
宅
・
建
築
物
耐
震
改
修

促
進
事
業
補
助
制
度

　
市
で
は
「
印
西
市
耐
震
改
修
促
進

計
画
」
に
基
づ
き
、
建
物
の
耐
震
診

断
な
ど
を
行
う
場
合
に
そ
の
費
用
の

一
部
と
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
対
象
建
築
物
・
事
業
は
、
市
内
の

築
後
　
年
以
上
が
経
過
す
る
建
物
の

10

耐
震
診
断
（
現
地
調
査
を
行
わ
な
い

簡
易
診
断
も
対
象
）、
耐
震
改
修
設

計
お
よ
び
耐
震
改
修
工
事
で
す
。

※
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
は
建
物
の

規
模
・
構
造
・
用
途
に
適
応
し
た
専

門
の
建
築
士
に
依
頼
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

■対 
補
助
の
対
象
と
な
る
建
物
の
所
有

者
（
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
共
有
部
分

に
つ
い
て
は
、
区
分
所
有
者
の
団
体

の
管
理
者
ま
た
は
管
理
組
合
法
人
の

理
事
）。

※
補
助
の
対
象
と
な
る
た
め
の
条
件

な
ど
が
別
途
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
左
記
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
申
請
者
に
市
税
の
滞
納
が
あ
っ
た

場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

噛
補
助
金
額
お
よ
び
補
助
率
な
ど
…

左
表
の
と
お
り
。

※
補
助
金
申
請
額
の
合
計
が
予
算
額

を
超
え
た
時
点
で
締
め
切
り
と
な
り

ま
す
。

■申 
　
月
　
日
我
ま
で
に
、
必
ず
事
業

11

30

着
手
前
に
左
記
ま
で
相
談
し
、
申
請

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
（
事
後

不
可
）。

■問 
建
築
課
住
宅
班
（
〒
2
7
0
―
1

3
9
6
印
西
市
大
森
2
3
6
4
―

2
・
緯
内
線
7
7
1
、
7
7
3
・
胃

碓42 
0
0
2
8
）。

都
市

胸住宅・建築物耐震改修促進事業補助制度　補助金額と補助率胸

１棟当たり
補助金の上限額
（消費税込額）

補助率

上限額補助対象事業
建築物の
種類 １棟当たり

費用上限
㎡あたり
費用上限

事業の種類場所

66,000円

2/3以内

100,000円①耐震診断
市全域

一戸建ての
住宅

20,000円30,000円②簡易診断

133,000円200,000円2,000円③耐震診断

沿道
20,000円30,000円④簡易診断

66,000円100,000円⑤耐震改修設計

200,000円300,000円⑥耐震改修工事

133,000円200,000円2,000円⑦耐震診断市全域

長屋・
共同住宅

266,000円400,000円2,000円⑧耐震診断

沿道 66,000円100,000円⑨耐震改修設計

400,000円600,000円⑩耐震改修工事

266,000円400,000円2,000円⑪耐震診断市全域そのほかの
建築物
(事務所、
店舗など)

533,000円800,000円2,000円⑫耐震診断

沿道 266,000円400,000円⑬耐震改修設計

800,000円1,200,000円⑭耐震改修工事
※補助金は千円未満切り捨て。沿道とは、印西市地域防災計画に指定されている道路（国道464号、国道356号、県
道千葉竜ヶ崎線）。

医
療
機
関
を
受
診
し
た
際
の

窓
口
負
担
の
免
除
手
続
き

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
医
療
機
関

受
診
時
の
窓
口
で
の
一
部
負
担
金
に

つ
い
て
は
、
当
市
に
お
い
て
も
「
東

日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特

別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る

法
律
」
な
ど
に
よ
り
特
定
被
災
区
域

と
な
り
、
一
定
の
条
件
を
満
た
し
て

い
る
被
災
者
は
免
除
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
7
月
1
日
か
ら
は
、
加
入
し
て

い
る
医
療
保
険
の
保
険
者
が
発
行
す

る
一
部
負
担
金
な
ど
の
「
免
除
証
明

書
」
の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
加
入
さ
れ
て

い
る
医
療
保
険
へ
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
手
続
き
先
】
胸
市
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
…
市
国
保
年
金
課
資
格
給

付
班
。
胸
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
被

保
険
者
…
市
国
保
年
金
課
後
期
高
齢

者
医
療
年
金
班
。
胸
そ
の
ほ
か
医
療

保
険
被
保
険
者
…
ご
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
な
ど
。

【
該
当
条
件
】

　
災
害
救
助
法
の
適
用
地
域
（
東
京

都
を
除
く
）
や
被
災
者
生
活
再
建
支

援
法
の
適
用
地
域
の
住
民
（
地
震
の

発
生
以
後
、
他
市
町
村
へ
転
出
し
た

人
を
含
む
）
で
あ
り
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
。

①
住
み
家
の
全
半
壊
、
全
焼
ま
た
は

こ
れ
に
準
ず
る
被
災
を
し
た
人
。

②
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
し
、

ま
た
は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
人
。

③
主
た
る
生
計
維
持
者
の
行
方
が
不

明
で
あ
る
人
。

④
主
た
る
生
計
維
持
者
が
業
務
を
廃

止
・
休
止
し
た
人
。

⑤
主
た
る
生
計
維
持
者
が
失
職
し
、

現
在
収
入
が
な
い
人
。

⑥
原
発
の
事
故
に
伴
い
、
政
府
の
避

難
指
示
、
計
画
的
避
難
区
域
お
よ
び

緊
急
時
避
難
準
備
区
域
に
関
す
る
指

示
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
人
。

■問 
国
保
年
金
課
資
格
給
付
班
（
緯
内

線
2
8
5
～
2
8
7
）、
高
齢
者
医

療
年
金
班
（
緯
内
線
2
8
8
・
2
8

9
・
2
9
9
）。

所
得
税
の
軽
減
や
免
除

　
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
人

は
、
所
得
税
の
軽
減
や
免
除
が
受
け

ら
れ
、
税
務
署
で
手
続
き
を
行
う
こ

と
で
所
得
税
が
還
付
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
源
泉
所
得

税
の
徴
収
猶
予
や
還
付
、
廃
車
と

な
っ
た
自
動
車
の
自
動
車
重
量
税
の

還
付
な
ど
特
例
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
税
も
住
民
税
の
雑
損
控

除
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
各
問
い

合
わ
せ
先
も
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問 
成
田
税
務
署
（
緯
碓28 
5
1
5
1
・

■ＨＰ h
ttp
://w

w
w
.n
ta
.g
o
.j

p

）、
市
・
市
民
税
課
市
民
税
班
（
緯

内
線
3
1
7
～
3
1
9
・
3
2
9
）。

 東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
み
な
さ
ん
へ
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

科
学
あ
そ
び

　
図
書
館
の
本
を
参
考
に
「
万
華

鏡
」
を
作
り
ま
す
。
楽
し
く
遊
び
な

が
ら
科
学
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

■時 
7
月
　
日
牙
・
午
前
　
時
　
分
～

21

10

30

　
時
　
分
。

11

30

■場 
小
倉
台
図
書
館
。

■対 
小
学
4
～
6
年
生
。
■定 
　
人
。

12

■費 
1
0
0
円
（
材
料
費
）。

■申 
7
月
2
日
臥
・
午
前
9
時
か
ら
電

話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で
（
先
着

順
）。

■問 
小
倉
台
図
書
館
。

印
旛
沼
っ
て
ど
ん
な
沼
？

　
印
旛
沼
の
歴
史
や
水
草
に
つ
い
て

楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
8
月
　
日
画
・
午
前
　
時
～
正
午
。

12

10

■場 
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ん
ば
。

■対 
小
学
校
4
年
生
～
中
学
生
。

■定 
　
人
。

20
■内 
講
師
…
今
井
正
臣
氏
（
元
佐
倉
市

立
根
郷
小
学
校
校
長
）。

■申 
7
月
2
日
臥
・
午
前
9
時
か
ら
電

話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で
（
先
着

順
）。

■問 
印
旛
図
書
館
（
緯
碓80 
3
8
5
0
）。

夏
の
お
は
な
し
会

　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
や
大
型
絵
本
の

平成２３年（２０１１）７月１日号（８）

パート衛

夏
休
み
「
木
下
貝
層
」

貝
化
石
採
集
観
察
会

　
国
指
定
天
然
記
念
物
で
有
名
な

「
木
下
貝
層
」
の
貝
化
石
採
集
観
察

会
を
行
い
ま
す
。

■時 
8
月
　
日
牙
・
午
前
9
時
～
正
午

25

（
木
下
万
葉
公
園
集
合
）。

■対 
小
学
校
高
学
年
ま
た
は
中
学
生

（
小
学
生
保
護
者
同
伴
）。
■定 
　
人
。

20

■他 
水
筒
、
筆
記
用
具
、
軍
手
、
帽
子

（
汚
れ
て
も
よ
い
格
好
で
）、
新
聞
紙
。

■内 
木
下
貝
層
を
見
学
後
、
文
化
ホ
ー

ル
多
目
的
室
に
移
動
し
て
、
千
葉
県

立
中
央
博
物
館
研
究
員
の
指
導
に
よ

る
貝
化
石
の
観
察
会
を
行
い
ま
す

（
小
雨
決
行
）。

■申 
8
月
5
日
画
ま
で
に
電
話
か
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
左
記
ま
で
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は

氏
名
・
連
絡
先
を
明
記
の
こ
と
。

■問 
生
涯
学
習
課
文
化
班
（
緯
内
線
5

4
5
、
5
4
6
・
胃
碓42 
0
0
3
3
）。

図
書
館
探
検
隊

　
夏
休
み
の
思
い
出
に
図
書
館
の
仕

事
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

大
森
図
書
館

■時 
7
月
　
日
峨
・
午
前
　
時
～
正
午
、

26

10

午
後
1
時
　
分
～
3
時
　
分
の
2
回
。

30

30

■対 
小
学
生
。
■定 
　
人
。

10

■問 
大
森
図
書
館
（
緯
碓42 
8
6
8
6
）。

小
倉
台
図
書
館

■時 
8
月
4
日
牙
・
午
前
9
時
　
分
～

30

　
時
　
分
。

11

30

■対 
小
学
4
年
生
～
中
学
生
。
■定 
　
人
。

10

■問 
小
倉
台
図
書
館
（
緯
碓47 
5
5
1

1
）。

そ
う
ふ
け
図
書
館

■時 
8
月
　
日
牙
・
午
前
9
時
　
分
～

18

30

　
時
　
分
、
午
後
1
時
　
分
～
3
時

11

30

30

　
分
の
2
回
。

30■対 
小
学
5
・
6
年
生
。
■定 
4
人
。

■問 
そ
う
ふ
け
図
書
館
（
緯
碓45 
2
5
6

6
）。小林

図
書
館

■時 
8
月
　
日
峨
・
午
前
9
時
　
分

23

30

～
　
時
　
分
。

11

30

■対 
小
学
3
～
6
年
生
。
■定 
3
人
。

■問 
小
林
図
書
館
（
緯
碓97 
0
0
0

5
）。

※
内
容
は
、
各
館
と
も
施
設
見
学
、

カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
（
貸
し
出
し
・

返
却
）、
本
の
整
理
体
験
で
す
。

持
ち
物
は
筆
記
用
具
で
す
。

■申 
7
月
9
日
臥
・
午
前
9
時
か
ら

希
望
の
館
へ
、
電
話
ま
た
は
各
図

書
館
窓
口
ま
で
（
各
館
各
回
、
先

着
順
）。

※
な
お
、
申
し
込
み
は
1
人
1
館

1
回
の
み
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
館
に

 参
加
し
て
み
よ
う
夏
休
み
の
講
座
・
催
し

読
み
聞
か
せ
な
ど
楽
し
い
お
話
を
ご

用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■時 
7
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
　
分
～

16

10

30

（
開
場
　
時
　
分
）。

10

15

■場 
本
埜
図
書
館
。

■対 
幼
児
～
小
学
3
年
生
。
■定 
　
人
。

40

■内 
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
大
型
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
な
ど
。

■申 
申
込
不
要
。

■問 
本
埜
図
書
館
（
緯
碓97 
3
2
1
0
）。

サ
マ
ー
体
験
ス
ク
ー
ル

夏
休
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

　
小
・
中
学
生
、
高
校
生
の
み
な
さ

ん
！
こ
の
夏
休
み
、
災
害
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

【
小
学
生
編
】

■時 
7
月
　
日
画
・
午
前
　
時
～
午
後

29

10

0
時
　
分
。

30

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
。

■内 
『
災
害
』
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と

講
座
。

■対 
小
学
5
・
6
年
生
。
■定 
　
人
。

20

【
中
学
生
・
高
校
生
編
】

■時 
8
月
4
日
牙
、
5
日
画
、
6
日

臥
・
い
ず
れ
も
午
前
9
時
　
分
～
午

30

後
0
時
　
分
。

30

■場 
①
・
③
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
②

市
内
高
齢
者
施
設
。

■内 
①
車
い
す
・
ア
イ
マ
ス
ク
・
高
齢

者
疑
似
体
験
、
②
高
齢
者
施
設
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
体
験
、
③
『
災
害
』
知
っ

て
お
き
た
い
こ
と
。
■定 
　
人
。

20

■申 
ど
ち
ら
も
事
前
に
左
記
へ
（
先
着

順
）。

■問 
印
西
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
緯
碓42 
0
3
3
7
）。

印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

夏
休
み
リ
サ
イ
ク
ル
教
室

　
ご
み
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ん
で
も

ら
う
た
め
、
小
学
生
と
そ
の
家
族
を

対
象
に
「
夏
休
み
リ
サ
イ
ク
ル
教

室
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
夏
休
み
の
自
由
研
究
や
ご
み
に
つ

い
て
知
り
た
い
人
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■時 
7
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
～
正
午
。

23

■場 
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー（
大
塚
）。

■定 
　
組
　
人
。

20

40

■内 
ご
み
減
量
の
実
演
、
工
場
見
学
な

ど
。

■費 
1
組
2
0
0
円
（
保
険
料
）。

■申 
7
月
1
日
画
か
ら
7
月
　
日
画

15

（
※
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
ま
で
に
、

所
定
の
用
紙
を
記
入
し
、
窓
口
ま
で

持
参
（
午
前
8
時
　
分
か
ら
午
後
5

30

時
　
分
ま
で
）、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

15
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
（
定
員
を
超
え

る
場
合
は
抽
選
）。

※
申
込
用
紙
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

窓
口
お
よ
び
印
西
地
区
環
境
整
備
事

業
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
り
寄

せ
で
き
ま
す
。

■問 
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務
班

（
緯
碓46 
2
7
3
2
・
胃
碓47 
1
7
6
5
・

■メール g
y
o
u
m
u
@
in
k
an
-jk
.o
r.j

p

・
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.in
k
an
-j

k
.o
r.jp
/

）。

印
西
温
水
セ
ン
タ
ー

夏
季
短
期
水
泳
教
室

　
4
日
間
の
集
中
講
座
を
今
年
も
行

い
ま
す
。
夏
休
み
に
泳
ぎ
を
練
習
し

ま
し
ょ
う
。

■時 
①
7
月
　
日
峨
～
7
月
　
日
画
、

26

29

②
8
月
2
日
峨
～
8
月
5
日
画
、
③

8
月
9
日
峨
～
8
月
　
日
画
、
④
8

12

月
　
日
峨
～
8
月
　
日
画
・
い
ず
れ

23

26

も
Ａ
午
前
9
時
　
分
～
　
時
　
分
、

15

10

15

Ｂ
午
前
　
時
　
分
～
　
時
　
分
、
Ｃ

10

15

11

15

午
前
　
時
　
分
～
　
時
　
分
。

11

15

12

15

■費 
2
街
4
0
0
円
（
施
設
利
用
料
は

別
途
か
か
り
ま
す
）。

※
幼
児
教
室
・
小
学
生
教
室
・
中
級

教
室
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
印
西
温
水
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓47 
1
6

6
1
・
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.in
zai

-p
o
o
l.co
m

）。

　祭礼実施に伴い、期間中の午後、下図の
区間で交通規制が行われます。みなさんの
ご協力をお願いします。

7月16日臥～18日華
六軒厳島神社祭礼
交通規制にご協力を

手
賀
沼
流
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

印
西
市
企
画
夏
休
み
 水
の
旅
～

手
賀
沼
船
上
観
察
・

手
賀
沼
終
末
処
理
場
見
学

　
印
西
市
民
の
飲
み
水
と
捨
て
水
に

つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

胸
主
催
…
印
西
水
と
暮
ら
し
を
守
る

会
・
北
総
エ
コ
の
木
の
会
・
手
賀
沼

流
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
・
手

賀
沼
水
環
境
保
全
協
議
会
。

■時 
7
月
　
日
我
・
午
前
9
時
　
分
～

27

30

午
後
4
時
　
分
。

10

■内 
午
前
9
時
　
分
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

20

ン
中
央
駅
北
口
ロ
ー
タ
リ
ー
集
合
→

手
賀
沼
船
上
観
察
・
水
質
測
定
→
昼

食
（
親
水
広
場
）
→
手
賀
沼
終
末
処

理
場
見
学
→
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中

央
駅
北
口
解
散
。 

■対 
小
学
4
年
生
～
大
人
（
小
学
生
は

親
子
同
伴
）。
■定 
　
人
。
■費 
無
料
。

20

■申 
7
月
　
日
俄
（
必
着
）
ま
で
に
、

25

往
復
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
同
伴
者

全
員
の
氏
名
（
子
ど
も
は
学
年
）
を

明
記
の
上
、
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
保
全
班
（
〒
2

7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3

6
4
―
2
・
緯
内
線
3
6
5
・
胃
碓42 

5
3
3
9
・
■メール in

zaim
izu
k
u
ra

@
y
ah
o
o
.co
.jp

）。

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
の

親
子
体
験
教
室

　
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、
夏
休

み
期
間
中
の
小
学
生
と
保
護
者
を
対

象
に
、「
親
子
体
験
教
室
」
を
開
催
し

ま
す
。

　
犬
・
猫
と
の
正
し
い
接
し
方
や
動

物
由
来
感
染
症
に
つ
い
て
の
講
習
と
、

愛
護
セ
ン
タ
ー
施
設
の
見
学
を
通
し

て
、
人
間
と
動
物
の
関
係
に
つ
い
て

親
子
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
7
月
　
日
我
、
8
月
3
日
我
、
8

27

月
　
日
我
、
8
月
　
日
我
、
8
月
　

10

17

24

日
我
・
午
前
　
時
～
　
時
　
分
。

10

11

30

■場 
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
富

里
市
）。

■内 
犬
・
猫
の
正
し
い
飼
い
方
、
接
し

方
、
犬
・
猫
の
病
気
、
ペ
ッ
ト
か
ら

う
つ
る
病
気
に
関
す
る
講
習
と
、
動

物
愛
護
セ
ン
タ
ー
の
施
設
見
学
。

■対 
小
学
4
年
生
～
6
年
生
ま
で
の
お

子
さ
ん
と
保
護
者
（
送
迎
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
小
学
生
の
み
で
も
参
加

で
き
ま
す
）。

■定 
毎
回
5
組
。
■費 
無
料
。

■他 
犬
に
触
れ
る
服
装
で
。

■申 
7
月
4
日
俄
か
ら
各
開
催
日
前
日

ま
で
電
話
で
左
記
へ
。

■問 
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
緯

碓93 
5
7
1
1
）。

図
書
館
探
検
隊

図
書
館
探
検
隊
でで

図
書
館
の
仕
事
体

図
書
館
の
仕
事
体
験験

昨年の貝化石採集観察昨年の貝化石採集観察会会
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

季
節
の
料
理
講
座

　
暑
い
夏
を
頑
張
っ
て
乗
り
切
る
た

め
に
、
ス
タ
ミ
ナ
ア
ッ
プ
で
、
元
気

な
夏
を
過
ご
す
中
華
風
料
理
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

■時 
8
月
3
日
我
・
午
前
　
時
～
午
後

10

1
時
。

■対 
成
人
。
■定 
　
人
。
■費 
7
0
0
円
。

24

■他 
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
持
参
。

■申 
7
月
1
日
画
・
午
前
9
時
か
ら
電

話
ま
た
は
窓
口
で
（
先
着
順
）。

■問 
中
央
駅
前
セ
ン
タ
ー
。

ジ
ュ
ニ
ア
も
の
づ
く
り
チ
ャ
レ

ン
ジ
講
座

エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト
を

つ
く
っ
て
み
よ
う

　
節
電
の
夏
、
リ
サ
イ
ク
ル
素
材
を

使
っ
て
エ
コ
な
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト

を
作
ろ
う
。

■時 
8
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
正
午
。

13

10

■対 
小
学
1
～
6
年
生
（
低
学
年
は
、

ふ
れ
あ
い
生
け
花
教
室

　
お
花
で
世
代
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

季
節
の
お
花
を
楽
し
く
い
け
ま
し
ょ

う
。

■時 
①
9
月
3
日
臥
、
②
　
月
1
日
臥
、

10

③
　
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
正
午
。

11

12

10

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
ほ
か
（
変
更
に

な
る
場
合
あ
り
）。

■対 
市
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
人
。

■定 
　
人
。

20
■費 
材
料
費
2
街
5
0
0
円（
3
回
分
）。

■申 
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で

（
先
着
順
）。

■問 
本
埜
公
民
館
（
胃
碓97 
3
1
4
1
）。

中
央
駅
前
セ
ン
タ
ー

緯
碓４６ 
５
１
１
１

※
駐
車
場
が
狭
い
た
め

　
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

本
埜
公
民
館緯碓97 

2
0
1
1

保
護
者
の
参
加
も
可
）。

■定 
　
人
。
■費 
1
0
0
円
。

15
■他 
空
の
牛
乳
パ
ッ
ク
（
1
リ
ッ
ト
ル

用
で
、
切
り
開
い
て
い
な
い
も
の
）

1
個
を
持
参
。

■申 
7
月
1
日
画
・
午
前
9
時
か
ら
電

話
ま
た
は
窓
口
で
（
先
着
順
）。

■問 
中
央
駅
前
セ
ン
タ
ー
。

（９）平成２３年（２０１１）７月１日号

を
希
望
す
る
人
を
対
象
と
し
た
施
設

利
用
認
定
会
を
、
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
各
公
民
館
・
出
張
所

に
あ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■時 
7
月
　
日
峨
・
午
後
7
時
～
9
時
。

12

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ
。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
（
緯
碓42 

8
4
1
7
）。

自
然
探
検
隊

里
山
自
然
と
生
き
物
調
べ
シ

リ
ー
ズ
　
パ
ー
ト
衛

「
草
深
の
森
で
昆
虫
を
探
そ

う
！
」

■時 
7
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
　
分
～

24

30

　
時
　
分
。

11

30

■対 
原
則
、
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
（
未

就
学
児
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）。

■定 
　
人
前
後
。

30
■費 
1
0
0
円
（
保
険
料
）。

■他 
筆
記
用
具
、
水
筒
持
参
。
長
靴
な

ど
汚
れ
て
も
良
い
服
装
で
。

■申 
7
月
　
日
俄
（
当
日
消
印
有
効
）

11

ま
で
に
、
は
が
き
、
F
A
X
、
メ
ー

ル
で
①
住
所
②
参
加
者
全
員
の
氏

名
・
年
齢
・
職
業
（
学
年
）
③
連
絡

先
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
左
記
ま

で
（
集
合
場
所
な
ど
は
後
日
連
絡
し

ま
す
）。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
保
全
班
（
〒
2

7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3

6
4
―
2
・
緯
内
線
3
6
5
・
胃
碓42 

7
2
4
2
・
■メール k

an
k
y
o
u
k
a@
m

l.city
.in
zai.ch

ib
a.jp

）。

家
族
で
ふ
れ
る
印
旛
沼

　
苛
印
旛
沼
環
境
基
金
と
の
共
催
で
、

屋
形
船
に
乗
っ
て
印
旛
沼
の
水
上
観

察
を
行
い
ま
す
。
親
子
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■時 
7
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
　
時
。

30

10

11

※
悪
天
候
の
場
合
は
8
月
6
日
臥
に

延
期
。
集
合
場
所
は
、
佐
倉
ふ
る
さ

と
広
場
（
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
広
場
）。

出
航
　
分
前
か
ら
受
付
開
始
。

30

■定 
　
人
。
■費 
無
料
。

40
■申 
7
月
　
日
画
ま
で
に
、
は
が
き
、

15

F
A
X
、
E
メ
ー
ル
で
参
加
者
全
員

の
氏
名
・
年
齢
・
住
所
・
連
絡
先
電

話
番
号
を
明
記
の
上
、
左
記
ま
で
。

※
必
ず
親
子
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
保
全
班
（
〒
2

7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3

6
4
―
2
・
緯
内
線
3
6
5
・
胃
碓42 

5
3
3
9
・
■メール k

an
k
y
o
u
k
a@
m

l.city
.in
zai.ch

ib
a.jp

）。

順
天
堂
大
学
生
涯
学
習
公
開
講
座

「
親
子
で
ス
ポ
ー
ツ
」

　
酒
々
井
町
教
育
委
員
会
と
共
催
で

「
親
子
で
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
！
」
を

テ
ー
マ
に
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
講
し

ま
す
。

■時 
第
1
回
8
月
　
日
俄
、
第
2
回
8

22

月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
正
午
（
午

28

10

前
9
時
　
分
か
ら
受
け
付
け
）。

30

■内 
第
1
回
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

運
動
」
噛
講
師
…
青
木
和
浩
准
教

授
・
荻
原
朋
子
助
教
授
。
第
2
回

「
ダ
ン
ス
教
室
」
噛
講
師
…
中
村
恭

子
准
教
授
。

■場 
順
天
堂
大
学
さ
く
ら
キ
ャ
ン
パ
ス

（
平
賀
学
園
台
）。

■対 
市
内
在
住
・
在
勤
の
小
学
1
～
6

年
生
の
親
子
。

■定 
　
組
　
人
（
先
着
順
）
※
原
則
2

15

30

回
と
も
参
加
で
き
る
人
に
限
り
ま
す
。

■申 
7
月
4
日
俄
か
ら
　
日
牙
（
※

14

土
・
日
曜
日
を
を
除
く
）
ま
で
に
、
直

接
左
記
窓
口
で
受
け
付
け
。

■問 
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
班

（
緯
内
線
5
4
3
）。

親
子
食
育
教
室
・子

ど
も
食
育
教
室

料
理
の
楽
し
さ
を
体
験
し
よ
う
！

　
料
理
が
好
き
な
子
ど
も
は
、
栄
養

や
食
品
の
安
全
に
も
興
味
が
広
が
り
、

生
涯
の
健
康
に
つ
な
が
る
と
も
い
わ

れ
ま
す
。
ま
ず
は
、
み
ん
な
で
料
理

を
作
る
楽
し
さ
を
経
験
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
初
め
て
料
理
す
る
と
い
う

お
子
さ
ん
で
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

■時 
・
■場 
・
■定 
左
表
の
通
り
。

※
全
日
程
と
も
午
前
　
時
～
午
後
2

10

時
。

■他 
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・
ふ
き
ん

1
人
に
つ
き
2
枚
持
参
。

■費 
1
人
5
0
0
円
（
材
料
費
な
ど
）。

■申 
電
話
で
、
各
開
催
日
の
5
日
前
ま

で
に
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓42 
5
5

9
5
）。

第
　
回
遺
跡
発
表
会
お
よ
び

15

最
新
出
土
考
古
資
料
展

　
苛
印
旛
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で

は
、
講
演
お
よ
び
発
掘
調
査
を
実
施

し
た
遺
跡
の
成
果
発
表
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
考
古
資
料
展
示
室
で
、
今

回
発
表
す
る
遺
跡
の
展
示
を
中
心
と

し
た
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

■時 
7
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
～
4
時

16

　
分
。

30■場 
佐
倉
市
立
中
央
公
民
館
。

■内 
講
演
「
馬
場
遺
跡
第
5
地
点
2
4

1
号
土
坑
か
ら
見
た
縄
文
時
代
の
動

物
利
用
」
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
　

西
本
豊
弘
教
授
、
発
表
「
印
西
市
馬

場
遺
跡
第
5
地
点
」（
縄
文
時
代
）

ほ
か
2
遺
跡
。

【
企
画
展
】

■時 
7
月
9
日
臥
～
8
月
　
日
蚊
・
開

14

館
時
間
（
平
日
）
午
前
9
時
～
午
後

4
時
　
分
、（
土
・
日
・
祝
日
）
午

30

前
9
時
　
分
～
午
後
4
時
。

30

■場 
苛
印
旛
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
考

古
資
料
展
示
室
（
佐
倉
市
立
中
央
公

民
館
隣
接
）。

■問 
苛
印
旛
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー

（
緯
0
4
3
―
4
8
4
―
0
1
2

6
）。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
半
日
体
験

■時 
①
8
月
2
日
峨
・
午
前
　
時
～
正

10

午
、
②
8
月
3
日
我
・
午
後
1
時
　30

分
～
3
時
。

■場 
①
中
央
駅
前
セ
ン
タ
ー
、
②
市
内

高
齢
者
施
設
。

■内 
①
は
手
話
サ
ー
ク
ル
体
験
、
②
は

歌
声
サ
ー
ク
ル
体
験
。

■定 
各
　
人
。

20

■費 
各
1
0
0
円
（
保
険
代
ほ
か
）。

■申 
7
月
　
日
我
ま
で
に
左
記
へ
。

20

■問 
印
西
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
緯
碓42 
0
3
3
7
）。

里
山
散
策
会

「
♪
風
に
吹
か
れ
て
♪
」

【
パ
ー
ト
英
】

■時 
7
月
　
日
我
・
午
前
9
時
　
分
～

13

30

午
後
3
時
　
分
（
雨
天
中
止
）。

30

■内 
房
総
の
村
（
旧
風
土
記
の
丘
地

区
）
で
自
然
を
求
め
て
散
策
（
集
合
・

解
散
、
成
田
線
下
総
松
崎
駅
）。

【
パ
ー
ト
衛
】

■時 
7
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

23

30

午
後
2
時
　
分
（
雨
天
実
施
）。

30

■内 
東
京
電
機
大
学
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
風
力
発
電
施
設
見

学
と
自
然
観
察
（
集
合
・
解
散
、
北

総
線
千
葉
Ｎ
Ｔ
中
央
駅
）。　

【
ど
ち
ら
も
】

■対 
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ど
な
た
で

も
。
■定 
　
人
程
度
。

30

■費 
1
0
0
円
（
保
険
料
・
資
料
代
）。

■他 
持
ち
物
…
飲
み
物
、
弁
当
、
筆
記

用
具
、
あ
れ
ば
双
眼
鏡
（
貸
し
出
し

も
あ
り
）。

■申 
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
印
西
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ガ
イ
ド
・

阿
部
（
緯
／
胃
碓47 
1
4
5
5
）。

千
葉
県
旭
市
復
興
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

■時 
7
月
9
日
臥
・
午
後
1
時
～
。

■内 
横
笛
と
民
族
打
楽
器
の
奏
で
る
癒

そ
の
ほ
か

や
し
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
。

■場 
成
田
市
保
健
福
祉
館
（
成
田
市
赤

坂
1
―
3
―
1
）。

■費 
無
料
（
予
約
不
要
）。

胸
主
催
…
印
旛
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会
。

■問 
成
田
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

（
緯
碓35 
7
7
7
1
）。

屋
形
船
に
よ
る
印
旛
沼
観
察
会

■時 
7
月
　
日
牙
・【
第
1
便
】
午
前

28

9
時
～
　
時
【
第
2
便
】　
時
　
分

10

10

30

～
　
時
　
分
【
第
3
便
】
午
後
0
時

11

30

　
分
～
1
時
　
分
【
第
4
便
】
2
時

30

30

～
3
時
（
悪
天
候
の
場
合
は
8
月
4

日
牙
に
延
期
）。

■場 
佐
倉
ふ
る
さ
と
広
場
（
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
広
場
）。
出
航
　
分
前
よ
り

30

受
付
開
始
。

■定 
各
回
　
人
。

40

■費 
1
0
0
円
（
保
険
料
）。

胸
共
催
…
苛
印
旛
沼
環
境
基
金
・
千

葉
県
印
旛
沼
水
質
保
全
協
議
会
。

■申 
7
月
　
日
峨（
必
着
）ま
で
に
、
往

12

復
は
が
き
に
、
①
第
1
希
望
便
②
第

2
希
望
便
③
参
加
人
数
（
1
枚
5
人

ま
で
）
④
乗
船
希
望
者
全
員
の
氏
名
、

年
齢
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番

号
を
明
記
し
左
記
へ
郵
送
（
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
は
不
可
）。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

■問 
苛
印
旛
沼
環
境
基
金
（
〒
2
8
5

―
8
5
3
3
佐
倉
市
宮
小
路
町
1

2
・
緯
0
4
3
―
4
8
5
―
0
3
9

7
）。

胸親子食育教室、子ども食育教室の日程胸
定員会場開催日対象者

９組ふれあいセンター
　いんば（美瀬）８月６日臥

小学1～3年生※と保

護者

親子

　食育教室 １２組小林コミュニティ
　プラザ８月１０日我

１２組ふれあい文化館（原）８月２０日臥
１６人ふれあい文化館７月２７日我小学4～6年生 

（子どものみの参加）

子ども

　食育教室 １２人総合福祉センター
（竹袋）８月３日我

※上級生の兄弟がいる場合は、一緒に参加可。

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
施
設
の利

用
認
定
会

　
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
施
設
は
、

一
般
利
用
に
つ
い
て
の
認
定
証
を
取

得
し
た
人
の
み
が
利
用
が
で
き
ま
す
。

　
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
施
設
の
一
般
利
用

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
催
し

　東日本大震災による展示資料破損の
ため休館していましたが、6月4日か
ら再開しました。みなさんのご来館を
お待ちしています。
■問 印旛歴史民俗資料館（緯碓99 0002・■メール 
siryoukan@ml.city.inzai.chiba.jp）。

印旛歴史民俗資料館の再開お知らせ



印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

　
国
民
年
金
に
は
、
収
入
が
少
な
い

な
ど
、
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
に
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
を
免
除
・
猶
予
さ
れ
る

「
保
険
料
免
除
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
ず
保

険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
万
一
、

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態

が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
・

遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
免
除
に
は
、
全
額
免
除
・

4
分
の
1
納
付
・
半
額
納
付
・
4
分

の
3
納
付
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、　
歳
未
満
の
人
の
若
年
者
納
付

30

猶
予
制
度
が
あ
り
、
い
ず
れ
の
場
合

も
年
度
ご
と
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
免
除
は
、
申
請
者
本
人
と
配
偶
者
、

世
帯
主
の
前
年
所
得
を
基
に
、
猶
予

は
、
申
請
者
本
人
と
配
偶
者
の
前
年

所
得
を
基
に
日
本
年
金
機
構
で
審
査

し
、
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
の
免
除
な
ど
の
受
け

23

付
け
は
7
月
1
日
か
ら
開
始
さ
れ
、

7
月
か
ら
平
成
　
年
6
月
の
期
間
を

24

対
象
と
し
て
審
査
し
ま
す
。
ま
た
、

申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
7
月
に
申
請
す
る
場
合

は
、
平
成
　
年
7
月
か
ら
平
成
　
年

22

23

6
月
ま
で
の
期
間
（
前
一
年
間
分
）

に
つ
い
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
7
月
に
前
一
年
分
の
免
除
な
ど

も
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
申
請
書
を

2
枚
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
昨
年
免
除
申
請
を
し
て
全

額
免
除
・
納
付
猶
予
で
承
認
さ
れ
て

い
る
人
で
、
継
続
審
査
を
希
望
し
た

人
は
、
申
請
書
を
提
出
す
る
必
要
は

あ
り
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
　

胸
手
続
き
に
必
要
な
も
の
…
国
民
年

金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
の
分

か
る
も
の
と
印
鑑
。

※
平
成
　
年
1
月
2
日
以
降
に
印
西
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市
へ
転
入
し
た
人
や
、
失
業
な
ど
に

よ
り
免
除
が
必
要
な
人
は
、
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
船
橋
年
金
事
務
所
（
緯
0
4
7
―

4
2
4
―
8
8
5
4
）、
国
保
年
金

課
高
齢
者
医
療
年
金
班
（
緯
内
線
2

8
8
・
2
8
9
）。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
通
知

　
保
険
料
に
関
す
る
通
知
を
7
月
に

送
付
し
ま
す
が
、
特
別
徴
収
（
年
金

か
ら
天
引
き
）
さ
れ
て
い
る
人
と
普

通
徴
収
（
納
付
書
に
よ
り
納
付
）
の

人
で
は
、
次
の
と
お
り
発
送
日
が
異

な
り
ま
す
。

胸
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
人
…
7
月

　
日
画
に
発
送
。

29胸
普
通
徴
収
の
人
…
7
月
　
日
画
に

15

発
送
。
第
1
期
分
の
納
付
期
限
は
8

月
1
日
俄
ま
で
で
す
。

※
　
月
か
ら
特
別
徴
収
が
始
ま
る
人

10
は
、
第
1
期
か
ら
第
3
期
分
は
普
通

徴
収
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
口
座
振
替
を
希
望
す
る
場

合
、
既
に
手
続
き
し
て
い
る
人
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
に
な
っ
た
人
は
、
国
民
健
康

保
険
税
の
口
座
振
替
の
届
け
出
を
し

て
い
て
も
、
保
険
の
種
類
が
変
わ
る

た
め
、
あ
ら
た
め
て
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
口
座
振
替
の
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
、
特
別
徴
収
と
な

ら
ず
、
普
通
徴
収
と
な
る
人
は
次
に

当
て
は
ま
る
人
で
す
。

煙
年
金
額
が
一
定
額
未
満
の
人
。

煙
介
護
保
険
料
と
合
わ
せ
た
保
険
料

額
が
特
別
徴
収
対
象
年
金
額
の
2
分

の
1
を
超
え
る
人
。

煙
年
度
途
中
で
　
歳
に
な
っ
た
人
や

75

転
入
さ
れ
た
人
。

■問 
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班
。

　
歳
前
の
傷
病
に
よ
る
障
害
基
礎

20年
金
を
受
給
中
の
人
は
所
得
状
況

届
の
提
出
が
必
要

　
　
歳
前
の
傷
病
に
よ
る
障
害
基
礎

20
年
金
を
受
給
中
の
人
の
所
得
状
況
届
、

お
よ
び
所
得
状
況
届
の
つ
い
た
診
断

書
は
、
今
月
末
ま
で
に
市
国
保
年
金

課
高
齢
者
医
療
年
金
班
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
所
得
状
況
届
に
は
、
所
得
の
審
査

が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

家
族
の
扶
養
に
な
っ
て
い
な
い
人
で
、

申
告
が
お
済
み
で
な
い
人
は
、
申
告

が
必
要
で
す
。

■問 
船
橋
年
金
事
務
所
、
国
保
年
金
課

高
齢
者
医
療
年
金
班
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

被
保
険
者
証
の
更
新

　「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
」
の
有
効
期
限
は
7
月
　
日
蚊
で
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す
。
8
月
1
日
か
ら
の
被
保
険
者
証

は
、
今
月
中
に
簡
易
書
留
で
発
送
し

ま
す
。

　
な
お
、
平
成
　
年
中
の
所
得
の
状

22

況
に
よ
っ
て
、
8
月
1
日
か
ら
窓
口

で
の
一
部
負
担
金
の
割
合
が
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
の
更
新
】

　
現
在
お
手
持
ち
の
認
定
証
の
有
効

期
間
は
被
保
険
者
証
と
同
様
7
月
　31

日
蚊
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
認
定

証
を
お
持
ち
の
人
で
、
8
月
か
ら
引

き
続
き
該
当
す
る
人
に
は
今
月
中
に

被
保
険
者
証
と
と
も
に
郵
送
し
ま
す
。

■問 
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班
。

年
金
相
談
所

　
年
金
請
求
手
続
き
や
加
入
記
録
の

確
認
、
厚
生
年
金
に
関
す
る
こ
と
な

ど
の
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
社
会
保
険
労
務
士
（
年
金
相
談

員
）
が
み
な
さ
ん
の
ご
相
談
に
応
じ

ま
す
。
年
金
相
談
を
希
望
す
る
人
は

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■時 
7
月
　
日
牙
・
午
前
　
時
～
午
後

28

10

3
時
　
分
。

15

■場 
市
役
所
会
議
棟
。
■定 
8
人
。

■申 
7
月
　
日
俄
ま
で
に
左
記
ま
で

11

（
先
着
順
）。

※
事
前
に
基
礎
年
金
番
号
な
ど
が
分

か
ら
な
い
と
相
談
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

■問 
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
更
新

　
現
在
使
用
し
て
い
る
｢
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
｣
の
有
効
期
限
は

7
月
　
日
蚊
で
す
。
8
月
1
日
俄
か

31

ら
の
被
保
険
者
証
は
、
7
月
末
ま
で

に
簡
易
書
留
郵
便
で
郵
送
し
ま
す
。

古
い
被
保
険
者
証
は
回
収
し
ま
す
の

で
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
や
出
張
所
の

窓
口
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に

加
入
し
た
場
合
は
、
届
出
が
必
要
で

す
。
　
な
お
、　
歳
以
上
の
高
齢
受
給
者

70

に
該
当
す
る
人
の
被
保
険
者
証
に
は

高
齢
受
給
者
証
発
効
期
日
・
一
部
負

担
金
の
割
合
（
平
成
　
年
中
の
所
得

22

の
状
況
に
よ
っ
て
、
1
割
あ
る
い
は

3
割
）
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

【
保
険
証
裏
面
を
臓
器
提
供
意

思
表
示
欄
へ
変
更
】

　
臓
器
移
植
法
の
改
正
に
よ
り
、
臓

器
提
供
の
意
思
表
示
の
普
及
を
目
的

に
、
8
月
1
日
俄
か
ら
使
用
す
る
保

険
証
か
ら
臓
器
提
供
意
思
表
示
欄
を

設
け
ま
し
た
。

　
臓
器
移
植
は
、
病
気
や
事
故
に

よ
っ
て
臓
器
の
機
能
が
低
下
し
機
能

し
な
く
な
っ
た
人
に
、
ほ
か
の
人
の

健
康
な
臓
器
を
移
植
し
て
機
能
を
回

復
さ
せ
る
と
い
う
医
療
で
す
。
本
人

の
臓
器
提
供
の
意
思
が
不
明
な
場
合

も
、
家
族
の
承
諾
が
あ
れ
ば
臓
器
提

供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
よ
り
、　
歳
未
満

15

の
人
か
ら
の
脳
死
下
で
の
臓
器
提
供

も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
が
し
て
あ

れ
ば
、
健
康
な
臓
器
の
提
供
に
よ
っ

て
誰
か
の
命
を
助
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
家
族
と
話
し
合
い
、
意
思
を

表
示
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

※
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
欄
へ
の
記

入
は
任
意
で
あ
り
、
記
入
を
義
務
づ

け
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
の
更
新
】

　
現
在
お
持
ち
の
認
定
証
の
有
効
期

限
は
今
月
末
と
な
っ
て
い
ま
す
。
8

月
か
ら
引
き
続
き
必
要
な
人
は
申
請

書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
申
請
書
を
提
出
し
て
い
な
い
人

は
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
返
送

く
だ
さ
い
。

【
入
院
前
に
申
請
を
】

　
入
院
す
る
と
き
に
減
額
認
定
証
を

被
保
険
者
証
と
と
も
に
医
療
機
関
窓

口
で
提
示
す
る
と
、
窓
口
で
の
支
払

額
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り

ま
す
。
こ
の
認
定
証
を
提
示
し
な

か
っ
た
場
合
、
医
療
機
関
の
窓
口
で

従
来
ど
お
り
支
払
い
、
後
日
、
自
己

負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
を
高
額
療

養
費
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、

一
時
的
に
高
額
療
養
費
分
を
立
て
替

え
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
特
に
　
～
　
歳
（
後
期
高
齢
者
医

70
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療
制
度
該
当
者
は
除
く
）
の
人
は
、

自
己
負
担
限
度
額
が
異
な
り
ま
す
。

世
帯
主
お
よ
び
国
保
加
入
者
全
員
が

住
民
税
非
課
税
で
あ
る
人
は
、
入
院

時
の
医
療
費
と
食
費
を
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
と
す
る
た
め
、
入
院
前
に

申
請
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

（
手
順
）

①
入
院
が
決
ま
る
。

②
国
保
年
金
課
へ
認
定
証
の
交
付
申

請
を
す
る
（
印
鑑
・
被
保
険
者
証
持

参
）。

③
認
定
証
の
交
付
を
受
け
る
。

④
入
院
時
に
認
定
証
を
病
院
に
提
示

し
て
、
限
度
額
ま
で
を
支
払
う
。

　
認
定
証
の
申
請
お
よ
び
交
付
に
つ

い
て
は
、
国
保
年
金
課
資
格
給
付
班

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
保
険
税
に
滞
納
が
あ
る
場

合
は
認
定
証
を
交
付
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
従
来
ど
お
り
と
な
り
ま
す
。

■問 
国
保
年
金
課
資
格
給
付
班
 （
緯
内

線
2
8
5
～
2
8
7
）。

国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
納
付
書
発
送
と
納
期
限

　
7
月
　
日
画
に
平
成
　
年
度
国
民

15
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健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
納
付
書
（
普
通
徴
収
）
を
郵

送
し
ま
す
が
、
特
別
徴
収
（
年
金
か

ら
天
引
き
）
の
人
は
7
月
　
日
画
に

29

郵
送
し
ま
す
。

　
ま
た
、
8
月
1
日
俄
は
、
第
1
期

納
期
限
で
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。
口
座
振
替
を

ご
利
用
の
人
は
、
残
高
不
足
の
な
い

よ
う
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
そ
の
ま

ま
に
せ
ず
、
左
記
窓
口
に
て
納
付
相

談
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問 
国
保
年
金
課
保
険
税
班
（
緯
内
線

2
8
1
～
2
8
4
）、
国
保
年
金
課

高
齢
者
医
療
年
金
班
 （
緯
内
線
2
8

8
・
2
9
9
）。

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
納
付
を
年
金
特
別
徴
収

か
ら
口
座
振
替
へ
変
更
で
き
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
全
員
が
　
歳
以
上
　
歳
以
下
の
世

65
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帯
は
、
世
帯
主
の
年
金
か
ら
保
険
税

が
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
さ
れ
ま
す
。

　
　
歳
以
上
の
人
が
加
入
す
る
後
期

75
高
齢
者
医
療
で
は
、
原
則
と
し
て
個

人
の
年
金
か
ら
保
険
料
が
天
引
き

（
特
別
徴
収
）
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
年
金
受
給
額
、
所
得
金
額
、

国
保
で
は
世
帯
要
件
な
ど
に
よ
り
、

特
別
徴
収
の
対
象
に
な
ら
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

★
納
付
方
法
を
年
金
の
特
別
徴
収
か

ら
口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま
す
。
変

更
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
左
記
問

い
合
わ
せ
窓
口
ま
で
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

胸
申
し
出
期
間
…
7
月
　
日
画
ま
で
。

29

　
7
月
　
日
を
過
ぎ
て
の
申
し
出
は
、

29

　
月
分
の
中
止
手
続
き
に
間
に
合
い

10ま
せ
ん
の
で
、　
月
分
以
降
の
年
金

12

か
ら
中
止
と
な
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
納
付
状
況
に
よ
っ
て

は
、
口
座
振
替
に
変
更
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
口
座
振
替

の
残
高
不
足
に
よ
る
振
替
不
能
が
続

く
場
合
は
、
特
別
徴
収
に
戻
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

胸
申
し
出
方
法
…
①
既
に
口
座
振
替

を
利
用
し
て
い
る
人
は
、
認
印
と
保

険
証
を
持
参
く
だ
さ
い
。

②
新
た
に
　
歳
に
到
達
し
後
期
高
齢

75

者
医
療
制
度
の
対
象
に
な
っ
た
人
、

国
保
税
を
新
規
に
口
座
振
替
す
る
人
、

振
替
口
座
を
変
更
す
る
人
は
、
認
印

と
保
険
証
の
ほ
か
に
事
前
に
利
用
す

る
金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
申
し
込

み
手
続
き
を
行
い
、
本
人
控
え
を
持

参
く
だ
さ
い
（
郵
送
で
の
申
し
出
も

で
き
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
）。

③
既
に
納
付
方
法
変
更
の
申
し
出
を

さ
れ
て
い
る
人
は
、
再
度
の
申
し
出

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
介
護
保
険
料
・
市
県
民
税
の
特
別

徴
収
は
変
更
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■問 
国
保
年
金
課
保
険
税
班
、
国
保
年

金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班
。

平成２３年（２０１１）７月１日号（１０）

パート詠

国
保
・
年
金

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例
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手
賀
沼
流
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

印
西
市
企
画「
私
の
印
西
里
山
自
慢
」

写
真
・
ビ
デ
オ
作
品
募
集

　
印
西
の
里
山
の
素
晴
ら
し
さ
を
写

真
や
ビ
デ
オ
で
ア
ピ
ー
ル
し
て
く
だ

さ
い
。

胸
主
催
…
北
総
エ
コ
の
木
の
会
・
手

賀
沼
流
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員

会
・
手
賀
沼
水
環
境
保
全
協
議
会
。

■内 
印
西
の
里
山
（
農
業
と
暮
ら
し
、

伝
承
文
化
、
生
き
物
、
自
然
景
観
な

ど
）
の
写
真
や
動
画
の
募
集
。

■対 
ど
な
た
で
も
。
た
だ
し
、
8
月
　27

日
臥
・
午
後
1
時
　
分
か
ら
、
ふ
れ

30

あ
い
文
化
館
（
原
）
で
行
う
発
表
会

に
出
席
で
き
る
人
（
代
理
出
席
可
）。

■定 
　
人
程
度
。

10
■申 
7
月
　
日
画
（
当
日
消
印
有
効
）

29

ま
で
に
、
写
真
（
Ｌ
判
程
度
5
枚
以

内
）
あ
る
い
は
ビ
デ
オ
作
品
（
Ｄ
Ｖ

Ｄ
3
分
以
内
）
に
コ
メ
ン
ト
を
添
え

て
左
記
ま
で
。
応
募
者
多
数
の
場
合

は
作
品
選
考
あ
り
。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
保
全
班
（
〒
2

7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3

6
4
―
2
・
緯
内
線
3
6
5
・
胃
碓42 

5
3
3
9
）。

ミ
ニ
手
賀
沼
を

生
き
物
た
ち
で
い
っ
ぱ
い
に

　
手
賀
沼
水
環
境
保
全
協
議
会
主
催

で
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

「
ミ
ニ
手
賀
沼
の
水
生
動
物
調
べ
」

　
魚
・
ザ
リ
ガ
ニ
・
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク

シ
な
ど
調
べ
ま
す
。

■時 
7
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

10

「
ミ
ニ
手
賀
沼
へ
の
沈
水
植
物

植
栽
」

　
ガ
シ
ャ
モ
ク
（
絶
滅
危
惧
（
き
ぐ
）

種
）
な
ど
の
水
草
を
ミ
ニ
手
賀
沼
に

植
え
ま
す
。
参
加
者
に
は
ガ
シ
ャ
モ

ク
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

■時 
7
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
正
午
。

24

10

■場 
ど
ち
ら
も
千
葉
県
手
賀
沼
親
水
広

場
（
我
孫
子
市
高
野
山
新
田
）。

生
ご
み
処
理
容
器
、

処
理
機
購
入
補
助
金
制
度

　
市
で
は
、
一
般
家
庭
か
ら
毎
日
排

出
さ
れ
る
生
ご
み
の
減
量
化
を
推
進

す
る
た
め
処
理
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
、

Ｅ
Ｍ
容
器
な
ど
）
や
処
理
機
（
乾
燥

機
、
バ
イ
オ
型
な
ど
）
を
購
入
し
た

人
に
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

　
上
限
は
あ
り
ま
す
が
、
購
入
費
の

3
分
2
を
補
助
し
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
ク
リ
ー
ン
推
進

班
（
緯
内
線
3
8
3
）。

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の駆

除
費
を
補
助

　
ス
ズ
メ
バ
チ
は
強
烈
な
毒
を
持
ち
、

他
者
へ
の
攻
撃
性
も
高
い
危
険
な
ハ

チ
で
す
。

　
市
で
は
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
駆
除

を
す
る
人
に
対
し
て
駆
除
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

　
補
助
を
受
け
る
に
は
事
前
に
市
へ

の
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
を
見
つ
け
た
人
は

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
ス
ズ
メ
バ
チ
以
外
の
ハ
チ
の
巣
の

駆
除
は
、
補
助
金
の
対
象
外
で
す
。

　
ま
た
、
ス
ズ
メ
バ
チ
以
外
の
ハ
チ

の
巣
の
駆
除
な
ど
に
関
し
て
防
護
服

の
貸
し
出
し
も
し
て
い
ま
す
。

噛
補
助
金
額
な
ど
…
駆
除
費
の
2
分

の
1
（
上
限
5
0
街
0
0
0
円
）。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
指
導
班
（
緯
内

線
3
6
1
・
3
6
3
）、
印
旛
支
所
地

域
づ
く
り
課
（
緯
碓98 
1
1
1
1
）、
本

埜
支
所
地
域
づ
く
り
課
（
緯
碓97 
1
1

1
1
）。

水
稲
病
害
虫
防
除
の
実
施

　
市
植
物
防
疫
協
会
で
は
、
病
害
虫

の
防
除
効
果
を
高
め
高
品
質
な
米
生

産
と
、
農
業
者
の
省
力
化
の
た
め
、

水
稲
の
共
同
防
除
を
実
施
し
ま
す
。

　
薬
剤
は
、
農
薬
取
締
法
に
基
づ
き
、

人
畜
に
対
し
、
低
毒
性
の
も
の
を
使

用
し
ま
す
。
午
前
5
時
ご
ろ
か
ら
　10

時
ご
ろ
ま
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■時 
7
月
　
日
牙
～
　
日
俄
・
午
前
5

21

25

時
～
　
時
。

10

■内 
市
内
の
水
田
を
対
象
と
し
た
、
ラ

ジ
コ
ン
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
防
除
。

【
注
意
事
項
】

①
防
除
実
施
中
の
水
田
へ
の
立
ち
入

り
は
禁
止
と
し
ま
す
。

②
万
一
、
薬
剤
が
身
体
や
車
両
に
か

か
っ
た
場
合
は
、
水
で
す
ぐ
に
洗
い

流
し
て
く
だ
さ
い
。

③
天
候
な
ど
に
よ
り
実
施
期
間
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■問 
農
政
課
農
政
班
（
緯
内
線
3
7

1
・
3
7
2
）。

環
境
保
全
型
農
業

直
接
支
払
交
付
金
の
概
要

■内 
地
球
温
暖
化
防
止
、
生
物
多
様
性

保
全
に
効
果
の
高
い
営
農
活
動
に
取

り
組
む
農
業
者
に
対
し
、
交
付
金
を

交
付
し
ま
す
。

■対 
①
農
業
者
（
法
人
を
含
む
）、
②
共

同
販
売
経
理
を
行
う
集
落
営
農
、
③

農
業
者
グ
ル
ー
プ
。

※
①
～
③
の
農
業
者
な
ど
が
満
た
す

べ
き
要
件
は
茨
～
鰯
の
と
お
り
で
す
。

茨
主
作
物
に
つ
い
て
、
販
売
す
る
こ

と
を
目
的
に
生
産
を
お
こ
な
っ
て
い

る
こ
と
。

芋
主
作
物
に
つ
い
て
、
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

※
今
後
、
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
を

受
け
る
農
業
者
な
ど
も
対
象
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
共
同
販
売
経
理
を

行
っ
て
い
る
集
落
営
農
、
有
機
農
業

者
な
ど
は
、
特
例
措
置
が
あ
り
ま
す
。

鰯
農
業
環
境
規
範
に
基
づ
く
点
検
を

実
施
し
て
い
る
こ
と
。

【
対
象
活
動
】

　
農
業
者
が
、
化
学
肥
料
・
化
学
合

成
農
薬
を
原
則
5
割
以
上
低
減
し
た

上
で
、
地
球
温
暖
化
や
生
物
多
様
性

保
全
に
効
果
の
高
い
営
農
活
動
に
取

り
組
む
場
合
、
ま
た
は
有
機
農
業

（
化
学
肥
料
、
農
薬
を
使
用
し
な
い

取
り
組
み
）
を
行
う
場
合
、
取
組
面

積
に
応
じ
た
支
援
（
　
ア
ー
ル
あ
た

10

り
支
援
単
価
は
、
最
大
8
街
0
0
0

円
）
を
実
施
し
ま
す
。

　
支
援
の
対
象
と
な
る
営
農
活
動
は

次
の
と
お
り
。

煙
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
の
作
付
け
。

煙
リ
ビ
ン
グ
マ
ル
チ
・
草
生
栽
培
の

実
施
。

煙
冬
季
湛
水
（
た
ん
す
い
）
管
理
。

【
対
象
農
地
】

①
農
業
振
興
地
域
の
農
地
。

②
生
産
緑
地
地
区
内
の
農
地
。

■申 
交
付
金
の
申
請
を
行
う
農
業
者
な

ど
は
、
7
月
　
日
画
ま
で
に
「
実
施

29

計
画
書
」
お
よ
び
「
交
付
申
請
書
」

を
農
政
課
振
興
班
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
に
必
要
な
用
紙
は
、
左

記
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

■問 
農
政
課
振
興
班
（
緯
内
線
3
7

4
）。

（１１）平成２３年（２０１１）７月１日号

■対 
手
賀
沼
流
域
の
ど
な
た
で
も
（
た

だ
し
小
学
3
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
）。

■費 
無
料
。

ビ
に
買
い
換
え
る
。
②
地
上
デ
ジ
タ

ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
買
い
足
す
。

※
①
、
②
に
つ
い
て
は
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア

ン
テ
ナ
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
さ
れ
る
人
は
、

各
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会
社
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
経
済
的
な
理
由
で
地
上
デ

　
本
年
7
月
　
日
蚊
ま
で
に
今
ま
で

24

の
テ
レ
ビ
放
送
は
終
了
。
そ
れ
以
降

は
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
を
お
使
い
の

人
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
テ
レ
ビ
放
送

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る

に
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
対
応
が
必

要
で
す
。

①
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
テ
レ

環
境

■他 
帽
子
、
水
筒
、
着
替
え
、
履
き
替

え
用
の
靴
、
タ
オ
ル
な
ど
を
持
参
。

■問 
手
賀
沼
水
環
境
保
全
協
議
会
（
緯

0
4
3
―
2
2
3
―
3
8
2
1
）。

農
業

 地
デ
ジ
の
準
備
は
お
済
で
す
か

ジ
タ
ル
放
送
が
受
信
で
き
な
い
人
、

東
日
本
大
震
災
な
ど
で
災
害
救
助
法

適
用
地
域
の
被
災
地
か
ら
印
西
市
に

避
難
し
て
き
た
人
へ
の
支
援
と
し
て

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
簡
易
チ
ュ
ー

ナ
ー
を
無
償
で
給
付
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

■問 【
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す

る
こ
と
】
…
デ
ジ
サ
ポ
千
葉
　（
総

務
省
千
葉
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ

ン
タ
ー
・
緯
0
4
3
―
3
3
3
―
7

1
0
0
・
平
日
午
前
9
時
～
午
後
9

時
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
午
前
9

時
～
午
後
6
時
）。【
簡
易
チ
ュ
ー

ナ
ー
に
関
す
る
こ
と
】
…
総
務
省

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン

タ
ー
で
、
市
町
村
民
税
非
課
税
生
世

帯
の
人
は
（
緯
0
5
7
0
―
0
2
3

7
2
4
）。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全

額
免
除
の
世
帯
お
よ
び
東
日
本
大
震

災
な
ど
で
災
害
救
助
法
適
用
地
域
か

ら
印
西
市
に
避
難
さ
れ
た
人
は
（
緯

0
5
7
0
―
0
3
3
8
4
0
）。

※
ど
ち
ら
も
平
日
午
前
9
時
～
午
後

9
時
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
午
前
9

時
～
午
後
6
時
。

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

JR木下駅自由通路JR木下駅自由通路にに

七夕飾　七夕飾りり

　
公
益
活
動
市
民
団
体
「
木
下
夢

探
訪
」主
催
の
七
夕
飾
り
が
、
今
年

も
近
隣
の
保
育
園
・
幼
稚
園
、
小
学

校
や
各
団
体
、
地
元
の
み
な
さ
ん

の
協
力
の
も
と
、
木
下
の
町
を
彩

り
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
願
い
札
も
募
集
し

て
い
ま
す
。

■時 
7
月
2
日
臥
～
　
日
蚊
。

10

■場 
J
R
木
下
駅
自
由
通
路
。

■問 
公
益
活
動
市
民
団
体
「
木
下
夢

探
訪
」・
岩
井
（
■携 
0
9
0
―
2
5

2
5
―
0
5
5
9
）。

葛
色
と
り
ど
り
の
短
冊
が
き
れ

い
で
す（
写
真
は
昨
年
の
も
の
）
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

認
知
症
高
齢
者
の
徘
徊
（
は
い
か

い
）
に
速
や
か
に
対
応
す
る
た
め
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
を
使
用
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
て
お
り
、
協
力
団
体
に

な
っ
て
い
た
だ
け
る
加
入
事
業
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
加
入
事
業
者
に
は
、
印
西
警
察
署

か
ら
行
方
不
明
者
の
情
報
が
一
斉
に

送
信
さ
れ
ま
す
。

※
加
入
の
申
し
込
み
は
左
記
ま
で
。

■問 
介
護
福
祉
課
生
き
が
い
支
援
班

（
緯
内
線
2
7
2
）。

脳
の
健
康
教
室
学
習
者
募
集

　
市
で
は
　
歳
以
上
の
人
を
対
象
と

65

し
た
介
護
予
防
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
次
の
事
業
に
つ
い
て
、
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

■時 
・
■場 
左
表
の
と
お
り
。

※
学
習
者
説
明
会
に
は
必
ず
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

■内 
仲
間
と
の
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら

音
読
・
計
算
な
ど
を
繰
り
返
し
行
う

こ
と
で
、
脳
の
活
性
化
を
は
か
り
認

知
症
を
予
防
し
ま
す
。

■定 
各
会
場
　
人
。

20

■費 
月
1
街
0
0
0
円
。

■申 
7
月
1
日
画
～
7
月
　
日
画
ま
で

15

に
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
介
護
福
祉
課
生
き
が
い
支
援
班

（
緯
内
線
2
7
2
）。

■問 
保
育
課
管
理
班
（
〒
2
7
0
―
1

3
9
6
印
西
市
大
森
2
3
6
4
―

2
・
緯
内
線
2
2
4
・
2
2
5
）。

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

　
介
護
保
険
料
を
納
付
書
で
納
め
る

人
に
は
、
7
月
　
日
画
に
納
入
通
知

15

書
兼
領
収
書
を
発
送
す
る
予
定
で
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
（
納
期
限
は
左
表
を
参
照
）。

　
ま
た
、
介
護
保
険
料
を
納
付
書
で

納
め
る
人
に
は
、
便
利
で
確
実
な
口

座
振
替
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
希

望
す
る
人
は
市
内
の
金
融
機
関
窓
口

で
申
し
込
む
か
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
、
介
護
保
険
料
を
年
金

か
ら
引
き
落
と
さ
れ
て
い
る
人
に
は
、

8
月
1
日
俄
に
介
護
保
険
料
額
決
定

通
知
兼
特
別
徴
収
開
始
書
を
発
送
す

る
予
定
で
す
。
偶
数
月
に
日
本
年
金

機
構
よ
り
振
り
込
ま
れ
る
年
金
か
ら

通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
各
受
給

月
の
金
額
を
自
動
的
に
引
き
落
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
介
護
保
険
料
を
未
納
の
ま

ま
に
し
ま
す
と
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
さ
れ
る
際
に
制
限
を
受
け

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
そ
の
ま

ま
に
せ
ず
必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問 
介
護
福
祉
課
介
護
保
険
班
（
緯
内

線
2
7
7
）。

印
西
地
区
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
力
団
体
へ
の
加
入
事
業
者
を募

集

　
印
西
警
察
署
管
内
3
市
町
（
印
西

市
・
白
井
市
・
栄
町
の
一
部
）
で
は
、

胸
返
納
窓
口
…
市
役
所
子
育
て
支
援

課
（
郵
送
可
）、
印
旛
支
所
市
民
福
祉

課
、
本
埜
支
所
市
民
福
祉
課
。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
（
〒

2
7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2

3
6
4
―
2
・
緯
内
線
2
4
2
・
2

4
5
）。

供
菜
の
花
家
族
（
養
育
里
親
）僑

に
な
り
ま
せ
ん
か

　
千
葉
県
中
央
児
童
相
談
所
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら
家
庭
で
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
に
、

家
庭
の
ぬ
く
も
り
と
愛
情
を
も
っ
て

育
て
て
く
だ
さ
る
供
菜
の
花
家
族

（
養
育
里
親
）
僑
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
千
葉
県
中
央
児
童
相
談
所
（
緯
0

4
3
―
2
5
3
―
4
1
0
1
）。

学
童
ク
ラ
ブ
の
短
期
入
所
児
童

　
市
内
　
施
設
の
学
童
ク
ラ
ブ
で
は
、

17

小
学
校
の
夏
休
み
期
間
に
入
所
を
希

望
す
る
児
童
を
受
け
入
れ
ま
す
。
な

お
、
内
野
、
内
野
第
2
、
西
の
原
な

ど
一
部
の
学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
き
ま
し

て
は
、
定
員
に
達
し
て
い
る
た
め
、

近
隣
の
学
童
ク
ラ
ブ
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■対 
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人
。

茨
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
。

芋
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
か
、

同
様
の
所
得
水
準
に
あ
る
人
。

鰯
養
成
期
間
に
お
い
て
2
年
以
上
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
業
し
、
対
象
資

格
の
取
得
が
見
込
ま
れ
る
人
。

允
仕
事
や
育
児
と
修
業
の
両
立
が
困

難
な
人
。

印
過
去
に
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
を

受
給
し
て
い
な
い
人
。

※
申
請
前
に
事
前
相
談
が
必
要
で
す
。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
。

児
童
医
療
費
助
成
資
格
・
子
ど
も

医
療
費
受
給
券
の
切
り
替
わ
り

　
8
月
1
日
か
ら
児
童
医
療
費
助
成

（
小
学
4
年
生
か
ら
中
学
3
年
生
対

象
）
と
子
ど
も
医
療
費
受
給
券
（
小

学
3
年
生
ま
で
対
象
）
が
切
り
替
わ

り
ま
す
。
住
民
税
が
確
認
で
き
る
人

は
、
7
月
下
旬
に
新
た
な
子
ど
も
医

療
費
受
給
券
を
郵
送
し
ま
す
（
手
続

き
不
要
）。

　
た
だ
し
、
本
年
1
月
1
日
以
降
転

入
し
た
人
な
ど
住
民
税
が
確
認
で
き

な
い
人
に
つ
い
て
は
、
既
に
郵
送
し

て
い
る
現
況
届
の
提
出
（
郵
送
可
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
（
緯

内
線
2
4
2
・
2
4
5
）。

転
出
す
る
場
合
は

必
ず
受
給
券
の
返
納
を

　
市
外
に
転
出
し
た
場
合
、
印
西
市

の
子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
が
喪
失

し
ま
す
。
そ
の
ま
ま
受
給
券
を
使
用

す
る
と
返
還
請
求
の
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、
必
ず
受
給
券
を
返
納
し
て

く
だ
さ
い
。

平成２３年（２０１１）７月１日号（１２）

パート鋭

母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練

給
付
金
事
業

　
市
で
は
、
就
職
や
転
職
、
雇
用
の

安
定
に
向
け
て
職
業
技
能
を
身
に
つ

け
る
た
め
、
市
が
指
定
し
た
対
象
講

座
を
受
講
し
た
母
子
家
庭
の
母
に
給

付
金
を
支
給
し
ま
す
。

胸
対
象
講
座
…
雇
用
保
険
制
度
の
教

育
訓
練
給
付
の
指
定
教
育
訓
練
講
座

な
ど
。

■対 
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人
。

茨
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
。

芋
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
か
、

同
様
の
所
得
水
準
に
あ
る
人
。

鰯
雇
用
保
険
法
に
よ
る
教
育
訓
練
給

付
金
の
受
給
資
格
の
な
い
人
。

允
講
座
を
受
講
す
る
こ
と
が
、
適
職

に
就
く
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る

人
。

印
過
去
に
自
立
支
援
給
付
金
を
受
給

し
て
い
な
い
人
 。

※
申
請
前
に
事
前
相
談
が
必
要
で
す
。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
（
緯

内
線
2
4
2
）。

母
子
家
庭

高
等
技
能
訓
練
促
進
費
事
業

　
市
で
は
、
母
子
家
庭
の
母
が
看
護

師
、
介
護
福
祉
士
、
保
育
士
な
ど
の

資
格
を
取
得
の
た
め
、
養
成
機
関
で

2
年
以
上
修
業
す
る
場
合
、
生
活
費

の
一
部
を
支
給
す
る
「
母
子
家
庭
高

等
技
能
訓
練
促
進
費
」
制
度
が
あ
り

ま
す
。

胸
対
象
資
格
…
看
護
師
、
介
護
福
祉

士
、
保
育
士
、
理
学
療
法
士
、
作
業

療
法
士
な
ど
。

胸
学
童
ク
ラ
ブ
の
名
称
お
よ
び
所
在

地
…
左
表
参
照
。

■対 
市
内
の
小
学
校
に
就
学
中
で
、
夫

婦
共
働
き
な
ど
の
た
め
、
保
護
者
な

ど
、
ほ
か
に
監
護
す
る
者
が
い
な
い

家
庭
の
児
童
、
ま
た
は
、
保
護
者
や

家
族
が
疾
病
な
ど
の
た
め
、
家
庭
で

適
切
な
監
護
を
受
け
ら
れ
な
い
児
童
。

胸
開
所
時
間
…
午
前
8
時
～
午
後
7

時
（
夏
休
み
な
ど
の
長
期
休
業
日
）。

胸
休
所
日
…
日
曜
日
、
国
民
の
祝
日

に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
休
日
。

■費 
日
額
1
街
0
0
0
円
（
上
限
あ

り
）。

■申 
入
所
希
望
日
の
2
週
間
前
（
必

着
）
ま
で
に
、
次
の
①
②
を
左
記
ま

で
郵
送
ま
た
は
持
参
（
小
林
、
小
林

第
2
学
童
ク
ラ
ブ
を
希
望
す
る
場
合

は
、
小
林
学
童
ク
ラ
ブ
へ
申
し
込

み
）。

①
学
童
ク
ラ
ブ
入
所
許
可
申
請
書
。

②
保
護
者
の
就
労
証
明
書
、
ま
た
は
、

放
課
後
、
家
庭
に
い
な
い
こ
と
を
証

明
で
き
る
書
類
。

※
書
類
は
、
保
育
課
・
印
旛
支
所
・

本
埜
支
所
・
各
学
童
ク
ラ
ブ
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

働
き
た
い
高
齢
者
の
た
め
の講

習
会

■時 
・
■場 
左
表
の
と
お
り
。
講
習
内
容

な
ど
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
先
へ
。

■対 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
登
録
済
み

の
原
則
と
し
て
　
～
　
歳
の
人
。

55

65

■費 
無
料
。

※
修
了
者
は
後
日
開
催
の
合
同
面
接

会
に
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

■申 
7
月
　
日
牙
ま
で
に
、
往
復
は
が

14

き
に
講
習
番
号
・
講
習
名
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
求
職
番
号
、

返
信
用
は
が
き
に
あ
て
先
を
記
入
の

上
、
左
記
へ
（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
）。

■問 
花
千
葉
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
（
〒
2
6
0
―
0
0
1

3
千
葉
市
中
央
区
中
央
3
―
9
―
1

6
・
緯
0
4
3
―
2
2
7
―
5
1
1

2
）。

福
祉

胸学童クラブ一覧胸
所在地および電話番号名　称

木刈二丁目6番地 緯碓４６ 8592木刈学童クラブ
原山三丁目4番地 緯碓４６ 3966原山学童クラブ
木下1475番地1 緯碓４２ 0061木下学童クラブ
小倉台二丁目3番地 緯碓４６ 6031小倉台学童クラブ
西の原三丁目14番地 緯碓４５ 1395西の原学童クラブ
高花二丁目4番地 緯碓４６ １１４７高花学童クラブ
内野一丁目1番地 緯碓４６ 5671内野学童クラブ
大森3313番地1 緯碓４２ 5814大森学童クラブ
原三丁目5番地 緯碓４７ ６２２０原学童クラブ
若萩三丁目9番地 緯碓98 1198いには野学童クラブ
平賀1161番地2 緯碓98 3501平賀学童クラブ
滝野五丁目1番地 緯碓９７ 2019滝野学童クラブ
原三丁目5番地 緯碓４７ 7210原第２学童クラブ
内野一丁目３番地 緯碓４５ ７１２２内野第２学童クラブ
浦部548番地３ 緯碓４２ 8071永治学童クラブ
小林北五丁目12番地1 緯碓８０ 8677小林学童クラブ
小林2441番地2 緯碓９７ 6261小林第２学童クラブ

※小林および小林第２学童クラブは、指定管理者により管理運営。

胸介護保険料納期限胸
納　期　限期　別

８月１日俄第１期
８月３１日我第２期
９月３０日画第３期
１１月３０日我第４期
１２月２６日俄第５期
平成２４年
１月３１日峨第６期

胸働きたい高齢者のための講習会日程胸

定員会　場講習期間講習名講習
番号

20人明生情報ビジネス
（専）（松戸市）

7月28日～8月8日（８日間）
午前9時～午後4時

働きたい方の初めての
パソコン33

20人成田市勤労会館8月1日～9月20日（11日間）
午前9時30分～午後4時30分

チャイルドヘルパー養
成20

20人佐倉市シルバー人材
センター

8月1日～10月7日（16日間）
午前9時～午後4時介護員養成（２級課程）6

20人ニチイ学館船橋校
（船橋市）

8月4日～11月9日（16日間）
午前9時～午後4時介護員養成（２級課程）3

25人船橋市青少年会館8月16日～8月26日（８日間）
午前9時30分～午後5時30分

セキュリティスタッフ
（警備員）技能14

胸平成23年度「脳の健康教室」日程胸
期日内容会場

７月２９日画学習者説明会
（午前中の2時間程度）総合福祉センター

（竹袋） ８月～１２月
毎週金曜日

学習日
（午前中の1時間程度）

１０月２５日峨学習者説明会
（午前中の2時間程度）本埜ファミリア館

（滝野） １１月～平成２４年３月
毎週火曜日

学習日
（午前中の1時間程度）
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

（１３）平成２３年（２０１１）７月１日号

中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
の
た
め
の

手
話
学
習
会

■時 
①
7
月
2
日
臥
②
7
月
　
日
画

15

（
手
話
サ
ロ
ン
）・
①
、
②
と
も
午
後

1
時
　
分
～
4
時
。

30

■場 
①
佐
倉
市
立
中
央
公
民
館
②
酒
々

井
町
社
会
福
祉
協
議
会
。

■費 
初
参
加
時
の
み
テ
キ
ス
ト
代
1
街

0
0
0
円
。

※
話
し
手
の
言
葉
を
要
約
し
て
書
き

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。

※
申
し
込
み
は
不
要
。

■問 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
千
葉
県
中
途
失
聴
者
・
難

聴
者
協
会
印
旛
香
取
事
務
所
・
板
倉

（
■携 
0
9
0
―
5
3
0
2
―
0
3
8

5
／
胃
0
4
3
―
4
6
1
―
6
5
3

3
）。

印
西
市
デ
イ
ケ
ア
ク
ラ
ブ

　「
心
の
い
ず
み
」

■時 
・
■場 
・
■内 
上
表
の
と
お
り
。

■対 
心
の
病
気
で
悩
ん
で
い
る
人
と
そ

の
家
族
な
ど
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
8
）。

平
成
　
年
度

23

千
葉
県
第
3
回
オ
ス
ト
メ
イ
ト

（
人
工
肛
門
・
人
口
膀
胱
増
設
者
）

社
会
適
応
訓
練
講
習
会

■時 
7
月
　
日
臥
・
正
午
～
4
時
。

16

■場 
市
原
市
市
民
会
館
。

■内 
噛
講
演
（
午
後
1
時
～
4
時
）
…

①
深
沢
賢
氏
（
千
葉
県
が
ん
セ
ン

タ
ー
泌
尿
器
科
医
長
）
②
神
代
尚
子

氏
（
千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
主
任
看

護
師
）。
噛
補
装
具
展
示
コ
ー
ナ
ー

（
正
午
～
1
時
）。

■対 
県
内
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト
お
よ
び
そ

の
家
族
、
医
療
関
係
者
ほ
か
。

■費 
無
料
。

※
参
加
希
望
者
は
左
記
へ
事
前
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■問 
公
益
社
団
法
人
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー

協
会
千
葉
県
支
部
千
葉
県
オ
ス
ト

ミ
ー
協
会
事
務
所
（
〒
2
6
0
―
0

0
2
6
千
葉
市
中
央
区
千
葉
港
4
―

3
・
緯
0
4
3
―
3
0
9
―
7
5
7

1
・
胃
0
4
3
―
3
0
9
―
7
5
7

2
・
■メール ch

ib
a-m
@
v
io
lin
.o
cn

.n
e
.jp

・
月
、
火
、
金
曜
日
の
午
前

　
時
～
午
後
5
時
）。

10軽
費
老
人
ホ
ー
ム『
よ
し
き
り
』

入
所
案
内

胸
入
所
資
格
…
次
の
と
お
り
。

①
心
身
と
も
に
健
康
な
　
歳
以
上
の

60

人
。

②
自
立
し
た
日
常
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
、
身
の
回
り
の
こ
と
が
自
分

で
で
き
る
人
。

③
家
庭
環
境
や
住
宅
事
情
に
よ
り
、

居
宅
で
の
生
活
が
不
安
な
人
。

④
所
定
の
利
用
料
が
負
担
で
き
る
人
。

⑤
確
実
な
保
証
能
力
を
有
す
る
身
元

保
証
人
を
た
て
ら
れ
る
人
（
保
証
人

は
、
原
則
と
し
て
印
旛
郡
市
内
在
住

者
）。

■問 
よ
し
き
り
・
中
島
（
緯
碓98 
0
2
8

1
）。

成
年
後
見
制
度
の
説
明
会

（
第
3
回
）

■時 
7
月
　
日
臥
・
午
後
2
時
～
4
時
。

23

■場 
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
竹
袋
）。

■内 
成
年
後
見
制
度
の
事
例
編
＆
任
意

後
見
制
度
に
つ
い
て
。
噛
講
師
…
三

街
か
ど
心
の
相
談

　
不
登
校
や
中
退
な
ど
で
学
校
に
行

け
な
い
悩
み
や
、
そ
の
ほ
か
精
神
的

な
悩
み
な
ど
、
精
神
保
健
福
祉
士
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て

は
秘
密
厳
守
し
ま
す
。

■時 
7
月
　
日
我
・
午
前
　
時
～
正
午
。

20

10

■場 
中
央
駅
前
セ
ン
タ
ー
（
中
央
南
）。

■申 
電
話
ま
た
は
直
接
左
記
ま
で
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
8
）。

街
か
ど
心
の
相
談
番
外
編

一
歩
ふ
み
だ
す
「
若
者
塾
」

■時 
7
月
　
日
我
・
午
後
1
時
　
分
～

20

30

3
時
　
分
。

30

■場 
中
央
駅
前
セ
ン
タ
ー
（
中
央
南
）。

■内 
対
人
関
係
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル

の
改
善
・
学
習
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
中
心
と
し
た
活
動
を
行
い
ま
す
。

■対 
　
歳
か
ら
　
歳
の
ひ
き
こ
も
り
が

15

35

ち
な
若
者
と
そ
の
家
族
。

■申 
事
前
面
接
を
行
い
ま
す
。
左
記
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
9
）。

土
地
家
屋
調
査
士
登
記
相
談

■時 
7
月
　
日
我
・
午
前
9
時
～
正
午
。

13

■場 
法
務
局
成
田
出
張
所
、
佐
倉
市
立

中
央
公
民
館
。

■内 
土
地
境
界
問
題
、
土
地
分
筆
、
建

物
新
築
の
登
記
な
ど
（
無
料
）。

■問 
千
葉
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
印
旛

支
部
・
山
﨑
（
緯
0
4
3
―
4
8
6

―
4
0
8
7
）。

暮
ら
し
の

困
り
ご
と
無
料
相
談
会

　
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
の
中
で
の
心

配
ご
と
や
困
り
ご
と
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
に
対
し
て
、
行
政
書
士
が

親
切
に
お
答
え
し
ま
す
。
ど
ん
な
事

で
も
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■時 
7
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
～
4
時
。

16

■場 
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
竹
袋
）。

■内 
相
続
と
遺
言
、
成
年
後
見
制
度
、

各
種
契
約
書
や
内
容
証
明
郵
便
の
作

成
、
交
通
事
故
の
示
談
、
外
国
人
の

在
留
手
続
き
ほ
か
。

■問 
行
政
書
士
印
西
地
区
会
・
柏
木

（
緯
碓47 
0
8
5
7
）。

胸「心のいずみ」７月の日程胸
持ち物など内容会場日時

ハンカチ、飲み物、
歩きやすい服装と靴

とことんミーティング
総合福祉センター
（竹袋）

7月14日牙・
午前10時～正午

軽装／上履き
（スリッパ不可）

卓球に挑戦
松山下公園
（浦部）

7月21日牙・
午前10時～正午

エプロン・ふきん・
実費500円程度

食べてみよう韓国料理
保健福祉センター
（高花）

7月25日俄・
午前10時～午後1時

第
6
回
栗
山
中
央
病
院

生
涯
学
習
講
座

■時 
7
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時
～
4

10

時
。 

■場 
四
街
道
市
文
化
セ
ン
タ
ー
。

■内 
『
前
立
腺
肥
大
症
に
つ
い
て
』
噛

講
師
…
中
田
瑛
浩
氏
（
栗
山
中
央
病

院
総
長
）、『
肥
満
症
治
療
に
つ
い

て
』
噛
講
師
…
白
井
厚
治
氏
（
東
邦

大
学
医
療
セ
ン
タ
ー
佐
倉
病
院
血
管

機
能
学
教
授
）。

■定 
5
0
0
人
。

■費 
無
料
。

※
栗
山
中
央
病
院
、
印
旛
市
郡
医
師

会
共
催
。

■問 
栗
山
中
央
病
院
地
域
医
療
連
携

室
・
牧
内
（
緯
0
4
3
―
4
2
1
―

0
0
0
7
）。

胸日本脳炎予防接種（定期）胸

接種方法対象者

第１期（３回接種）３歳～７歳６カ月未満

第１期不足分（３回接種まで無料）
（小学１～３年生）※

平成１４年４月２日～
　平成１７年４月１日生れ

第１期不足分（３回接種まで無料）
第２期（１回接種無料）
噛第２期を含めて、最大４回接種まで無料。

（小学４～６年生） 
平成１１年４月２日～ 
　平成１４年４月１日生れ

第１期不足分（３回接種まで無料）
第２期（１回接種無料）
噛第２期を含めて、最大４回接種まで無料。

（中学１、２年生）※

平成９年４月２日～
　平成１１年４月１日生れ

第２期（１回接種無料）
噛１回接種のみ無料※1。
噛接種期限は、２０歳未満まで。

（中学３年生、高校１年）※

平成７年６月１日～
　平成９年４月１日生れ
※ 予防接種法施行令の一部を改正後の対象者。
※１ ９歳～１３歳（標準接種：小学４年生～小学６年生）の期間に
　１回接種していれば今回の接種は、対象外。

　下記の内容の研究事業にご協力いただける60歳以上
の健常者を募集します。事前説明会を開催しますので、
興味がある人はぜひご参加ください。
【目的】
　適度な日常的身体活動が、認知症予防に効果的である
ことが知られています。この事業は、どの程度の身体活
動（種類、時間、強度）が、認知機能低下予防に効果的
なのかを明らかにするものです。
■内 日常生活における身体活動について調査します。定期
的に認知機能測定を実施し、栄養調査および健康体力に
関する検診を行います。これらの調査、測定にご協力い
ただくことにより、自身の身体活動習慣、認知機能レベ
ル、栄養度、体力などの結果を確認することができます。
噛協力期間…9月～平成24年3月。
【説明会】
■時 7月16日臥・午後2時～3時30分。
■場 東京電機大学千葉ニュータウンキャンパス福田記念国
際交流センター（武西学園台）。
■対 市内に居住する健康な60歳以上の人で、特定健康診
査または75歳以上健康診査を受診している人。
※「健康診査結果」の提出が必要（コピー可。当日返却）。
■定 80人。
■申 7月11日俄（当日消印有効）までに、はがきまたは
Ｅメールに住所、氏名、電話番号、生年月日、年齢、身
長、体重を記入し下記へ（定員を超えた場合は、別途日
程を設定）。
※7月8日画のみ電話受け付けあり（緯碓46 8045）。
■問 東京電機大学未来科学部人間科学系列・木村（〒270
― 1382印 西 市 武 西 学 園 台2― 1200・■メール 
kimura@cck.dendai.ac.jp）。

「認知症予防に係わる研究」の協力者募集

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

①
日
本
脳
炎
予
防
接
種

　
予
防
接
種
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
平
成
　
年
度
～
　
年
度
の

17

21

期
間
、
旧
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
の
た

め
、
積
極
的
勧
奨
を
控
え
て
い
た
対

象
者
の
人
は
、
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
で
、

接
種
が
で
き
ま
す
（
左
表
参
照
）。

お
手
元
に
あ
る
予
診
票
を
使
っ
て
お

受
け
く
だ
さ
い
。

②
小
学
6
年
生
を
対
象
に
第
2

期
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
混
合

（
Ｄ
Ｔ
）
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

　
第
2
期
Ｄ
Ｔ
予
防
接
種
は
、
学
校

を
通
じ
て
案
内
と
予
診
票
を
配
布
し

て
い
ま
す
。
未
接
種
の
人
は
、
お
手

元
の
予
診
票
を
使
っ
て
早
め
に
受
け

ま
し
ょ
う
。

■問 
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓42 
5
5

9
5
）。

浦
俊
男
氏
（
千
葉
県
成
年
後
見
支
援

セ
ン
タ
ー
会
員
）。

■対 
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
。

■費 
無
料
。

■問 
印
西
市
障
害
者
団
体
連
絡
協
議

会
・
畑
中
（
■携 
0
9
0
―
6
0
1
2

―
4
4
8
4
）。

健
康

相
談

平
成
　
年
度
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毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

■時 
8
月
9
日
峨
・
午
後
1
時
　
分
～

30

3
時
　
分
（
集
合
1
時
）。

30

■場 
敬
愛
大
学
稲
毛
キ
ャ
ン
パ
ス
（
千

葉
市
稲
毛
区
）。

胸
願
書
受
付
日
…
7
月
7
日
牙
、
8

日
画
・
午
前
9
時
　
分
～
　
時
　
分
、

30

11

30

午
後
1
時
～
4
時
。

胸
受
付
会
場
…
千
葉
県
教
育
会
館

（
千
葉
市
中
央
区
）。

　
詳
し
く
は
、
左
記
へ
。

■問 
千
葉
県
健
康
福
祉
部
薬
務
課
（
〒

2
6
0
―
8
6
6
7
千
葉
市
中
央
区

市
場
町
1
―
1
・
緯
0
4
3
―
2
2

3
―
2
6
1
8
）。

そ
の
ほ
か

防災行政無線の内容を
確認したいときは

　防災行政無線から放送され
た内容を確認したい時、下記
の電話にかけると最新の放送
内容を聞くことができます。
放送内容が分からなかったり、
もう一度聞きたい場合は、防
災行政無線テレホンサービス
をご利用ください。
※このサービスの通話料は利
用者負担となります。
【防災行政無線テレホンサー
ビス電話番号】

　緯碓40 2900
■問 防災課防災班（緯内線４５4）。



印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

子育て情報コーナ子育て情報コーナーー
【子育て支援センター】　主な対象：就学前の子どもとその保護者

対象・持ち物 など事業名日時（祝・休日除く）施設名
①ダイナミックえのぐあそび。当日
自由参加。対象：0～1歳児の子とそ
の保護者。
渦カレンダー作り「うみ」とお話しシ
アター。当日自由参加。

臼にこにこ　
　　ハッピー
渦なんなん
　　 何の日

①6日我
10：00～11：00
②20日我・２1日牙
9：０0～12：00

中央駅前子育て
支援センター
（緯○４６ 5111）

みんなでハッピーバースデー。
対象：0歳から未就学児まで。１日
画１０：００から電話・窓口にて受け付
け。

７月の誕生会２3日臥
11：00～12：00

対象：8カ月くらいまでの子と保護者、
妊産婦。1日画10：00から電話・窓口
で受け付け。

ベビー
　マッサージ

１４日牙
11：30～13 ：00 

対象：３カ月～１歳６カ月児とその
保護者。テーマ「夏のスキンケア」。電話・
窓口で予約。当日受け付けも可。

バブバブ
　　クラブ

６日我・１３日我・
２０日我
10：00～

小林子育て
支援センター
（緯碓80 8700）

対象：就学前児とその保護者。２歳保
育園児と一緒にお散歩を楽しみま
しょう。電話・窓口で予約。当日受け
付けも可。

お散歩交流会４日俄
10：00頃～

対象：利用されている全利用児。プー
ルだ。２１日に始まりの会を行います。
８月まで暑い日には毎日遊ぼうね。
電話・窓口で予約。当日自由参加。

プール開き
（遊び）

２１日牙
10：３0～

親子で遊べる場所やコーナー遊びを
提供。広場は10：00～14：00まで
開催。各コーナー遊びは左記の時間
になります。※ランチルームとして
12：00～12：50まで児童館遊戯室
を開放します。

簡単クラフト毎週水曜日
10：00～１１：１５

こぎつね
コンタの広場
（ふれあい文化
館内緯碓４５ ３８００）

元気に遊ぼう
（マットやト
ンネルなど）

毎週木曜日
10：00～１１：３0

手遊びやうた
遊び、お話シ
アター

毎週金曜日
１１：３0～１1：４５

今月は中庭で水遊びをしたり、簡単工
作をして遊びましょう。自由参加。また、
天気の良い日は、中庭でランチを楽し
みましょう。今月の手遊びは「あじのひ
らき」「あたま・かた・ひざポン」です。

おいでよ！
わくぽか広場

毎週水～金曜日
9：00～14：00わくわく

ぽかぽか広場
（総合福祉
センター内
緯○４２ ０１４４） ７月生まれのお友達をお祝いし

よう。対象：０歳児～就学前児
とその保護者。当日自由参加。

誕生会２１日牙
１３：００～１３：２０

親子で遊べる場所やコーナー遊び
ができる広場。広場は10：00～
15：00まで開催。かんたんおも
ちゃは「いとでんわ」と「カエル
のカスタネット」を作ります。29
日画は『音楽でゴー・ゴー！スペ
シャル』を開催。詳しくは、おた
より「ぽんぽこ通信」を参照。

かんたん
おもちゃ作り

毎週水曜日
１０：00～1５：00

マメタのぽん
ぽこ広場
（いんば児童館
緯○８０ ３９５０）

おはなし
わーるど

毎週木曜日
１1：４0～1１：５５

音楽で
ゴー・ゴー！

毎週金曜日
１１：４0～１１：５５

保育士と体操やリズム遊びをしたり、
絵本やパネルシアターの読み聞かせ。
当日自由参加。

ぽっかぽか
タイム

毎週火曜日から金曜日
1１：３５～１１：５５

滝野子育て
支援センター
緯○９７ １８２２

身長・体重測定ができます。大きくな～れ！１２日峨～１５日画
１０：00～1１：５0

対象：１歳未満児とその保護者。手
遊びや絵本の紹介、看護師からのワ
ンポイントアドバイスも。

ママ友クラス１３日我
１０：30～11 ：30

対象・持ち物 など事業名日時（祝・休日除く）施設名
講師：坂本典子氏。簡単に作れる軽
食作り。対象：未就学児とその保護
者12組。1日画9：00より窓口で受
け付け。参加費500円。

母親講座
「軽食」

2２日画
1０：３0～１２：００

つどいの広場
（緯○４７ ７８８０）

「水あそびコップ」夏の水あそび
にピッタリのコップをつくりま
しょう。対象：1歳半まで親子。先
着20組。1日画9：00～窓口・電
話で受け付け。

「ミニチェ
リーランド」
（要申し込
み）

２６日峨
１１：００～

バイオリンを中心に演奏。演奏者
は細野麻弓氏ほか3人。対象：未
就学児とその保護者。先着20
組。参加費無料。1日画9：00よ
り電話・窓口で受け付け。

七夕
コンサート

９日臥
１１：００～

親子ふれあい遊びや絵本の読み聞
かせ、水遊びなどを行います。対象：
俄２歳～就学前児、我１歳児、画０
歳児。

こあらっこ
　　　タイム

毎週月、水、金曜日
10：30～11：30

西の原保育園
こあら
（緯碓４５ ０２９１）

色を塗ったり、パステルアートを親
子で楽しみましょう。対象：2歳～
就学前児と保護者。定員6組。1日
画9：00より電話・窓口で受け付け。

パステル
　　　アート

１９日峨
1０：３０～11：３０

７月生まれのお友達をお祝いしよ
う。対象：０歳児～未就学児と保
護者。当日自由参加。

誕生会２１日牙
10：30～11：３0

制作、リトミック、英語など親子
で楽しめるさまざまな活動。詳し
くは「てんとうむしだより」参照。

てんとうむし
で遊ぼう

毎週火、水、木曜日
9：30～14：30原山保育園

（みんなのおへ
や緯碓４７ ６６33）

常勤の看護師による子育てや健康
の相談。最終水曜日は身体測定。

子育て相談＆
身体測定

大小2つの築山が魅力の「土の園
庭」を自由に使うことができます。園庭開放毎週火、水、木曜日

11：00～12：00

室内の広場を開放しています。親
子で自由に遊べるスペースです。
毎月誕生会も開催。

ＪｏｙＪｏｙ
クラブ

毎週月～金曜日
９：0０～１２：００
１３：００～１５：0０

しおん保育園
（しおんひろ
ば）緯○４６ １３２９）

しおんひろばの開催時間内に行わ
れます。峨・牙：親子製作工作な
ど。我・画：ダンス、ゲームなど。

チャレンジ
　　　クラブ
（自由参加）

毎週火、水、金曜日
10：2０～１0：5０
毎週木曜日

11：３0～１２：００

保護者の責任のもと、指定された
遊具や砂場で遊べます。園庭開放毎週月～金曜日

1１：00～1２：00

お子さんと一緒に七夕短冊が作れ
ます。笹の葉に飾ることもできます。
自由参加。

七夕制作週間
１日画、５日峨、６
日我、７日牙
９：０0～11：１５

山ゆり保育園
（ぴよぴよくら
ぶ緯○９８ ３７７３）

お話タイム（11：00～）の時に七夕
のお話をします。自由参加。七夕会7日牙

1１：00～11：３０
７月生まれのお友達をお祝いしよ
う。対象：０歳児～未就学児とそ
の保護者。当日自由参加。

誕生会２５日俄
１1：０0～1１：３０

※要予約。栄養士による講座と試
食会。詳しくはHP内の子育て支援
のページで毎月ご案内しています。

栄養相談
５日峨、1２日峨、１９
日峨、２６日峨
10：00～12：00

銀の鈴保育園
（かんがる～広
場）
緯碓47 7566
HPからも予約
ができます。活
動のある日は
14：00まで
お部屋を開放し
ています。

看護師による講座と健康相談、身
体測定。詳しくはHP内の子育て
支援のページで毎月ご案内してい
ます。

発達相談
すこやか講座

７日牙、1４日牙、
2１日牙、２８日牙
9：45～10：30

制作、リズム、お話など。詳しく
はHP子育て支援のページ参照。
※2７日我13：00～親子英語教
室開催。電話で予約。

子育て支援
６日我、１３日我、
２０日我、2７日我
9：45～10：30

※事業の申込みについては、本人または家族に限ります。子育てに関する相談も受け付けています。

【公園で遊ぼう（支援センターから）】11：00～11：45※雨天時中止
担当センター内　容会　場日　時

（祝・休日除く）
山ゆり保育園ぴよぴよクラブ
（緯○９８ ３７７３）お散歩松虫寺4俄

小林子育て支援センター
（緯○８０ ８７００）

七夕草深公園5峨

夏の遊び木下南公園１2峨

滝野子育て支援センター
（緯○９７ １８２２）親子ふれあい遊びたきのひかりのおか公園８画

西の原保育園こあら
（緯○４５ ０２９１）木陰で宝探し西の原公園１2峨

中央駅前子育て支援センター
（緯○４６ ５１１１）

集まれ！駅前ひろば
夏のふれあい遊びイオンホール２２画

平成２３年（２０１１）7月１日号（１４）

【児童館】主な対象：18歳未満の子どもとその保護者

対象・持ち物 など事業名日時（祝・休日除く）施設名

ダイナミックえのぐあそび。対象：２
～３歳児の子とその保護者。当日自
由参加。

すこやか
　　キッズ

７日牙
１０：30～11 ：30

中央駅前
児童館
（緯○４６ ５１１１）

対象：４歳児～中学生先着２０人。あそびの
    ポケット

１６日臥
14：00～16：00

対象：４歳児～高校生。レクホー
ルを開放します。バドミントンや
ボールで遊ぼう。自由参加。

レクホールで
遊ぼう

毎週土曜日
１３：３０～１６：45

多目的室を開放。バドミントンを
しよう！対象：小学生～高校生。
当日自由参加。

わんぱくランド
７日牙、１４日牙、
２１日牙、２８日牙
１５：00～１６：45

そうふけ
児童館
（緯○４5 ３８００）

テーマ：フラワーアレンジメント。
対象：小学生。材料費1,000円（自
己負担）。先着１2人。２日臥10：00
から電話・窓口で受け付け。

SOUFUKE
チャレンジキッ
ズ「夏休みクラ
フト」

２０日我
1４：00～１６：００

対象：1歳6カ月～3歳6カ月ま
での子とその保護者。先着20組。
１日画10：00から電話・窓口で
受け付け。

ほっぺに
　　チュッ！
「絵の具で
　　遊ぼう」

１４日牙
10：00～１１：００

テーマ：七夕・水であそぼう。対象：
未就学児とその保護者。当日自由参加。
持ち物：タオル・汚れても良い服装。

わんぱくタイム
１日画、８日画、１５

日画
10：00～11：00子ども

ふれあい
センター
（緯○４２ ０１４４）

対象：子育て中のママ（左記日程全て参
加できる人）。定員：20人（親子で参
加可・先着順、定員になり次第締め切
り）。持物：室内履き（スニーカー）、汗
拭きタオル、水分補給用飲み物。１日画
９：00から電話または窓口で受け付け。

ママ講座
「マイ先生と
　　ダンス」

８月４日牙、１１日
牙、１８日牙
８月２３日峨
全４回

「たなばた飾り作り」。対象：未就学
児と保護者。当日自由参加。フルーツランド７日牙

1１：10～11：40
いんば児童館
（緯碓80 3950）

「スクラップブッキング」。対象：小
学生。先着１５人。１日画１０：00か
ら電話または窓口で受け付け。材料
費は500円。

キラキラキッズ２8日牙
1４：00～15：30

おはなし会
　図書館では定期的におはなし会を行っています。
紙芝居や大きな絵本など、楽しいおはなしをご用
意してお待ちしています。
　7月の日程は下記のとおりです。

日時（祝・休日除く）会　場
10日蚊、24日蚊・11：00～大森図書館（おはなし室）

２3日臥・11：00～小林図書館（遊戯室）

       ①9日臥、２3日臥・1１：00～
       ② 2日臥、１6日臥・1５：00～そうふけ図書館（おはなしのへや）

7日牙、14日牙、21日牙、２8日牙
15：30～小倉台図書館（おはなし室）
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転入者のみなさんへ保健センター通信 中央保健センター
（緯碓４２ ５５９５）

時　間会　場対　象内　容日　付

受け付け／９：４５～１０：００
高花保健センター

Ｈ23年1月生まれ
４カ月児相談７日牙

受け付け／13：30～13：45Ｈ23年2月生まれ

受け付け／９：４５～１０：００
中央保健センター

Ｈ2２年1１月～１2月生まれもぐもぐ教室
（離乳食教室）

１日画

ふれあいセンター
いんば

2１日牙

受け付け／13：30～１3：45
中央保健センター

Ｈ22年8月～9月生まれかみかみ教室 
（離乳食教室）

1日画

ふれあいセンター
いんば

2１日牙

受け付け
１３：００～１３：３０

開始
１３：００～

中央保健センターＨ21年１１月～１２月生まれ

１歳６カ月児健診

６日我

高花保健センターＨ21年１２月生まれ22日画

ふれあいセンター
いんば

Ｈ21年１２月～
　　　H２２年２月生まれ

２６日峨

高花保健センターＨ2１年4月生まれ２歳児歯科健診１３日我

中央保健センターＨ19年１2月～
　　　H20年１月生まれ

３歳児健診
2０日我

高花保健センターＨ20年１月生まれ２９日画

※離乳食教室は、開催の１週間前までに中央保健センターへお申し込みください。
試食費１００円。詳しくはお知らせをご覧ください。

■乳幼児健診・相談・教室

　     ●予防接種、乳幼児健診・相談・教室を受ける場合●
　ガイドブックの中にある予診票を記入し持参。保護者の同伴が
必要です。
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●プレママクラス７月(3回)対象は市内在住の妊婦と家族※申込制
時　間内　容会　場日　付

１０:０0～
　1４:00

①お母さんと赤ちゃんの栄養（お
話と調理実習）②８/１俄③８/
８俄※エプロン、三角巾、ふきん
２枚持参、参加費300円

高花保健
センター２８日牙

■妊婦対象（栄養や日常生活の相談など）

※祝・休日は実施していません。

市税などの
「夜間・休日収納窓口」
　2３日臥は8：30～12：30、２９
日画は20：00まで、収納窓口を
開設しています。
　また、納付相談も随時行います。
胸開設場所…市役所国保年金課。
※出入口は正面玄関をご利用く
ださい。
胸取扱税（料）目…市民税・県民税、
固定資産税・都市計画税、軽自動
車税、国民健康保険税、介護保険
料および後期高齢者医療保険料。
胸必要書類…納税通知書など、納
付相談の場合は印鑑。
架市民税課収納管理班（緯内線
３１６）、国保年金課保険税班（緯内
線281）、国保年金課高齢者医療
年金班（緯内線299）、介護福祉課
介護保険班（緯内線277）。

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話市長談話室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシスススススススススススススススススススス（オアシス）））））））））））））））））））））

　市長と直接対話のできる市長談話
室。下表の日程（変更の場合あり）
で開設しています。予約は不要です。
架秘書広報課広報広聴班（緯内線
418・419）。

午後2時
　～4時

午前10時
　～正午

○７月１4日牙
本埜支所

○
７月１５日画
ふれあいセンター

いんば

平成23年1月1日～平成23年5月31日
死者数傷者数人身事故発生数
55人11,264人9,171件千 葉 県
5人301人242件印西警察署管内
5人177人147件印 西 市 内

全国死者数　1,778人　千葉県－全国ワースト11位

胸交通事故発生状況胸
平成2３年５月３１日現在

昨年との比較今年の累計５月
　＋1０件３０件３件火災
　＋３３９件1,３９３件2９２件救急
＋3件1６件２件救助

胸火災等発生件数（印西市内）胸

■予防接種
時　間会　場対　象内　容日　付

１３：30
～１３：５０

高花保健センター
生後４カ月～
７歳６カ月未満ポリオ

１９日峨

中央保健センター２１日牙

●健康づくり相談　※予約制
時　　　間会　場日　付

１０：００～１２：００

中央保健センター ５日峨
本埜保健センター1２日峨
ふれあいセンターいんば１4日牙
高花保健センター2５日俄

※上記日程以外でも来所または電話で、健康づくり相談を行ってい
ます。担当者不在の場合もありますので、来所の際はあらかじめ中
央保健センターまでご連絡ください。

■一般対象（血圧測定ほか、生活習慣病予防・栄養相談など）

今月の各種相談
問い合わせ会　　　　場日　　　　時相　談　名

市民課窓口班
緯内線235・238

市役所会議棟２階

８日画、26日峨
10：00～12：00、13：00～15：00

【当日8：45から受け付け】※先着8人。

市民生活相談
相談員による日常の諸問題（家族・近
隣関係など）

８日画、26日峨
10：00～12：00、13：00～15：00

【当日8：45から受け付け】
※日にちにより弁護士が異なります。８日は先着１０人、２６日は先着20人。

法律相談
弁護士による法律相談

市民安全課市民安全班
緯内線712・713

８日画
10：00～12：00、13：00～14：30

【当日8：45から受け付け】

交通事故相談
交通事故相談員による相談

秘書広報課広報広聴班
緯内線418・419８ 日画

10：00～12：00、13：00～15：00
【当日8：45から受け付け】

行政相談
行政相談員による行政（国・県含む）
に対する苦情など

市民課戸籍班
緯内線232・233

人権相談
人権相談員による相談

印西市
消費生活センター
緯碓４２ ３３０６

市役所附属棟
消費生活センター

毎週月、火、水、金曜日
10：00～12：00、13：00～16：00

【電話相談も可】

消費生活相談
消費生活相談員による商品の品質、訪
問販売の苦情などの相談

印西市商工会
緯碓４２ 2750中央公民館

１０日蚊
10：00～12：00、13：00～15：00

【事前予約優先】

住宅相談
商工会工業部会によるリフォームなど
の相談

家庭児童相談室
緯碓４２ 5180直通

市役所1階家庭児
童相談室

毎週月～金曜日
9：00～16：00
【電話相談も可】

家庭児童相談・母子自立支援
相談
子ども（１８歳未満）と家庭の問題を、
面接、訪問、電話で相談。母子・父子
家庭の日常的な悩みや困りごとについ
て相談。

社会福祉協議会
（総合福祉センター内）
緯碓４２ 0294

総合福祉センター
毎週水、金曜日

10：00～12：00、13：00～15：00

心配ごと相談
日常の生活や家族のことなどの相談員
による悩みごと相談

教育相談専用電話
緯碓４７ 7830教育センター

毎週月～金曜日
9：30～12：00、13：00～15：30

教育相談
教育相談員による小・中学校の教育に
関する相談

毎週月～金曜日
9：00～17：00

子ども相談室
小・中学生からの悩み相談

家庭児童相談室
緯碓４２ 5180市役所附属棟2階

７日牙、２１日牙
10：00～12：00、13：00～16：00
【予約制・1人50分・電話相談も可】

女性の悩み相談
女性が抱えている悩み全般

●パパママクラス　対象は市内在住の出産を迎える夫婦※申込制
時　間内　容会　場日　付
１3:00～
　1６:00

プレ子育て体験（オムツの替え
方・沐浴など）、妊婦疑似体験

高花保健
センター１６日臥

夜、子どもが急に具合が悪くなったら
印旛市郡小児初期急病診療所（休日・夜間のみ）

佐倉市健康管理センター内（佐倉市江原台２－２７）
午後７時～翌朝６時平日・土曜日診療時間 午前９時～午後4時45分・午後７時～翌朝６時日曜・祝日、年末年始

緯０４３－４８５－３３５５（診療時間内のみ）電話番号

こども急病電話相談
　受診したほうが良いのか、様子を見ても大丈夫なのか。看護師や小児科医が電話
でアドバイスします。

午後７時～１０時毎日相談時間
緯＃８０００（局番なし）プッシュ回線電話番号
緯０４３－２４２－９９３９ダイヤル回線・携帯電話

（１５）平成２３年（２０１１）７月１日号

今月の市民課窓口業務の土曜・日曜開庁日程は、
　脅市役所本庁…９日臥・2３日臥（8：30～17：15）。
　脅印旛支所…毎週土曜日（8：30～12：00）。
　脅滝野出張所…毎週土・日曜日（8：30～17：15）
です。
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（評）夕陽を背に切り絵のよ
うに映える人、鳥、橋が印
象的。

第20回　ふるさと発見フォトコンテスト

怯佳作
怯発作橋の夕暮（発作）
怯梅川記生（戸神台）

こちら編集こちら編集室室

秘書広報課広報広聴班

よ
く
見
…
よ
く
聞
き
…

　
　
　
　
正
し
く
お
知
ら
せ

 熱
中
症
か
ら
身
を
守
ろ
う

－１００－

印西市観光協会主催

　
熱
中
症
と
は
、
暑
さ
に
よ
っ
て
起

こ
る
障
害
の
総
称
で
す
。
症
状
は
、

め
ま
い
、
筋
肉
痛
・
筋
肉
の
硬
直
、

大
量
の
発
汗
、
頭
痛
・
気
分
の
不
快
・

吐
き
気
・
嘔
吐
・
だ
る
さ
な
ど
が
起

こ
り
ま
す
。
ひ
ど
く
な
る
と
意
識
障

害
や
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
り
、
体

温
調
節
が
で
き
な
く
な
っ
て
、
命
に

か
か
わ
り
ま
す
。

　
今
年
の
夏
は
特
に
電
力
供
給
の
厳

し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
、
節
電
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
熱
中
症
は
屋
内

で
も
起
こ
る
の
で
、
注
意
し
て
身
を

守
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
こ
ん
な
時
は
要
注
意
】

噛
気
温
・
湿
度
が
高
い
、
風
が
な
い

　
汗
を
か
い
て
も
蒸
発
で
き
ず
、
体

温
調
節
が
困
難
に
な
り
ま
す
。　
度
30

以
上
の
時
は
注
意
し
、　
度
以
上
の

35

時
は
運
動
を
控
え
ま
し
ょ
う
。
温
度

の
み
高
く
て
も
要
注
意
で
す
。
環
境

省
熱
中
症
予
防
情
報
サ
イ
ト（h

ttp
://w

w
w
.n
ie
s.g
o
.jp
/h
e
al

th
/H
e
atS
tro
k
e
/in
d
e
x
.h
t

m
l

）
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

噛
急
に
暑
く
な
っ
た
時

　
体
が
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
と
発

症
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

噛
日
差
し
や
照
り
返
し
の
強
い
時

　
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、

草
の
生
え
て
い
な
い
砂
地
な
ど
は
照

り
返
し
が
強
く
、
草
取
り
や
散
歩
に

は
注
意
が
必
要
で
す
。

【
こ
う
し
て
防
ぐ
】

噛
水
分
補
給

　
屋
内
で
も
こ
ま
め
に
水
分
を
と
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
汗
が
た
く

さ
ん
出
る
運
動
時
は
、
塩
分
を
含
ん

だ
水
や
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
の

補
給
を
。

噛
十
分
な
休
憩
・
休
息

　
日
中
、
こ
ま
め
に
涼
し

い
場
所
で
休
憩
を
と
り
ま

し
ょ
う
。
夏
カ
ゼ
や
夏
バ

テ
な
ど
体
調
の
悪
い
時
は
、

熱
中
症
を
起
こ
し
や
す
い

の
で
、
無
理
を
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

噛
帽
子
と
衣
服
の
工
夫

　
屋
外
で
は
通
気
性
の
良

い
帽
子
や
日
傘
を
活
用
し

ま
し
ょ
う
。
衣
服
は
白
っ

ぽ
い
色
で
、
風
通
し
の
良
い
も
の
や
、

熱
と
水
分
を
吸
収
・
発
散
し
や
す
い

も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

噛
高
齢
者
・
乳
幼
児
は
特
に
注
意

　
高
齢
者
は
熱
中
症
を
起
こ
し
や
す

く
、
ま
た
気
づ
き
に
く
い
た
め
、
用

心
し
て
無
理
し
な
い
こ
と
が
大
事
。

脱
水
症
状
は
心
筋
梗
塞
・
脳
梗
塞
な

ど
に
つ
な
が
る
危
険
も
あ
る
た
め
、

の
ど
が
乾
か
な
く
て
も
こ
ま
め
に
水

分
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
就
寝
中
も
、

か
な
り
の
水
分
が
失
わ
れ
ま
す
。
寝

る
前
に
も
水
分
補
給
を
。

　
乳
幼
児
は
体
温
調
節
機
能
が
未
発

達
で
す
。
直
射
日
光
の
照
り
返
し
で

道
路
が
高
温
に
な
る
の
で
、
ベ
ビ
ー

カ
ー
で
長
時
間
の
外
出
は
控
え
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
自
動
車
内
に
は
、
短
時
間

で
も
乳
幼
児
を
残
し
て
い
か
な
い
で

く
だ
さ
い
。

噛
暮
ら
し
の
工
夫

　
室
温
　
度
以
上
、
湿
度
　
％
を
超

28

70

え
な
い
の
を
目
安
と
し
、
冷
房
器
具

を
上
手
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。
緑
の

カ
ー
テ
ン
な
ど
、
涼
し
く
暮
ら
す
工

夫
も
し
た
い
で
す
ね
。

【
も
し
熱
中
症
に
な
っ
た
ら
】

　
応
急
処
置
は
「
涼
し
い
環
境
に
移

す
」「
体
を
冷
や
す
」
こ
と
が
基
本

で
す
。
首
筋
や
脇
の
下
、
も
も
の
つ

け
ね
な
ど
触
れ
て
脈
を
感
じ
る
場
所

を
、
氷
や
ア
イ
ス
パ
ッ
ク
、
缶
な
ど

で
冷
や
す
の
が
効
果
的
で
す
。

①
意
識
の
確
認

　
呼
び
か
け
に
応
じ
な
い
、
反
応
が

お
か
し
い
、
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
て

る
時
は
重
症
で
す
。
救
急
車
を
呼
ん

で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
水
分
は
肺
に

入
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
与
え
な
い
で

く
だ
さ
い
。

②
意
識
は
し
っ
か
り
し
て
る
が
、
水

分
が
と
れ
な
い
、
吐
い
て
い
る
場
合

　
点
滴
な
ど
の
処
置
が
必
要
な
の
で
、

医
療
機
関
へ
。

③
し
っ
か
り
し
て
水
分
も
と
れ
る

　
応
急
処
置
と
水
分
・
塩
分
の
補
給

を
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
症
状
が

回
復
し
な
い
場
合
、
悪
化
す
る
場
合

は
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

揚げナスのおろし和え
いろいろ食べて生活習慣病予防！

　材料（４人分）
ナス４本、ダイコン1／2本、青じそ５枚、揚げ油適量。
【合わせ調味料】だし汁２カップ、しょうゆ大さじ２、み
りん小さじ２。　
　作り方
①ナスは、輪切りにし水にさらしてあくをとる。
渦ダイコンは皮をむき、すりおろして軽く水気を切って
おく。
嘘青じそは千切りにする。
唄揚げ油を熱し、ペーパータオルでよく水気を拭き取っ
たナスを色よく揚げ油を切っておく。
欝小鍋に調味料を煮立たせ、●２ を加えてひと煮する。
蔚●５ を器に広げ●４ をのせ、●３ を散らす。
★1人分の栄養価★
エネルギー  151kcal、たんぱく質2.5g、脂質10.2g、カ
ルシウム 53mg、塩分 1.４g。
提供…地区健康推進員のみなさん。

碓碓1８1８４４ 

　
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
総
合
体
育
館

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
大
学
応
援

団
の
方
か
ら
嬉
し
い
お
便
り
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
大
学
を
卒
業
し
地
元

で
就
職
し
た
ら
、
印
西
市
出
身
の
先

輩
が
い
た
の
で
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
に
応
援
団
と
し
て
参
加
し
た

旨
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
先
輩
は
喜
ん

で
印
西
市
の
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　「
僕
の
街
は
地
方
の
小
さ
な
街
で

す
が
、
自
分
の
街
を
誇
れ
る
先
輩
を

と
て
も
羨
ま
し
く
思
い
ま
し
た
」。

　
こ
の
よ
う
な
お
便
り
を
頂
き
、
わ

た
し
自
身
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
本

当
に
今
知
り
た
い
情
報
な
ど
を
日
々

研
究
し
、
広
報
紙
の
紙
面
作
り
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。　
　
　
　（
光
）

平成２３年（２０１１）７月１日号（１６）


